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は　

じ　

め　

に

二
世
紀
末
、
約
四
百
年
間
に
わ
た
っ
て
中
華
世
界
を
治
め
て
き
た
漢
帝
国
は
崩

壊
し
、
約
四
百
年
間
の
大
分
裂
時
代
に
突
入
す
る
。
三
国
時
代
を
皮
切
り
に
、
西

晋
に
よ
る
一
時
的
な
再
統
一
は
あ
っ
た
も
の
の
、
北
方
民
族
（
匈
奴
、
羯
、
鮮

卑
）
と
西
方
民
族
（
氐
、
羌
）
の
侵
入
に
よ
り
、
中
国
は
分
裂
と
動
乱
の
五
胡
十

六
国
時
代
、
次
い
で
南
北
朝
時
代
に
突
入
す
る
。
そ
の
南
北
朝
時
代
の
後
半
、
華

北
の
北
魏
が
五
三
五
年
、
西
魏
と
東
魏
に
分
裂
し
、
攻
防
戦
を
繰
り
返
し
て
更
に

混
迷
が
深
ま
る
か
と
思
わ
れ
た
が
、
西
魏
・
北
周
が
東
魏
・
北
斉
を
圧
倒
し
、
五

七
七
年
に
は
北
周
が
北
斉
を
滅
ぼ
し
て
華
北
を
再
統
一
す
る
。
そ
の
後
、
北
周
は

臣
下
の
隋
に
国
を
奪
わ
れ
る
（
五
八
一
年
）
が
、
隋
は
五
八
九
年
、
南
朝
の
陳
を

滅
ぼ
し
、
中
国
の
再
統
一
を
果
た
す
）
1
（

。

い
っ
ぽ
う
西
方
で
は
、
長
期
に
わ
た
り
地
中
海
世
界
を
統
一
し
君
臨
し
て
い
た

ロ
ー
マ
帝
国
が
分
裂
し
、
ゲ
ル
マ
ン
民
族
の
大
移
動
に
と
も
な
い
ロ
ー
マ
的
秩
序

が
崩
壊
し
た
後
は
、
ユ
ス
テ
ィ
ニ
ア
ヌ
ス
帝
に
よ
る
再
統
一
の
試
み
は
あ
っ
た
も

の
の
、
分
裂
し
た
状
態
で
諸
国
家
が
定
着
し
て
い
く
。
そ
の
後
、
西
方
世
界
で
は

諸
国
家
の
分
立
が
常
態
に
な
っ
た
の
に
対
し
、
中
国
は
統
一
国
家
で
あ
る
事
が
常

態
と
な
る
。
こ
の
東
洋
と
西
洋
の
歴
史
的
発
展
の
大
き
な
相
違
は
、
一
つ
に
は
隋

唐
に
よ
る
再
度
の
長
期
的
な
統
一
に
負
う
所
が
大
き
い
。
そ
の
意
味
で
、
隋
に
よ

る
中
国
再
統
一
は
、
唐
に
よ
る
長
期
的
な
支
配
の
維
持
と
併
せ
て
、
東
部
ユ
ー
ラ

シ
ア
の
基
本
的
な
構
図
を
決
定
す
る
重
要
な
出
来
事
で
あ
っ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

本
稿
で
は
、
約
四
百
年
の
分
裂
時
代
の
最
終
段
階
に
あ
た
り
、
再
度
の
長
期
統

一
王
朝
で
あ
る
隋
唐
へ
の
プ
ロ
セ
ス
と
も
な
る
西
魏
・
北
周
の
隆
盛
、
と
り
わ
け

対
外
政
策
を
取
り
上
げ
、
同
国
が
外
交
面
で
如
何
に
し
て
東
魏
・
北
斉
を
凌
ぎ
、

華
北
統
一
を
成
し
遂
げ
た
か
を
、
南
朝
（
梁
・
陳
）
や
周
辺
諸
族
（
柔
然
、
吐
谷

渾
、
突
厥
）
も
含
め
た
広
い
外
交
関
係
か
ら
グ
ロ
ー
バ
ル
に
考
察
す
る
。
ま
た
、

西
魏
・
北
周
の
対
外
政
策
が
隋
の
外
交
に
与
え
た
影
響
に
つ
い
て
も
考
え
る
。

北
魏
が
東
西
に
分
裂
し
た
当
初
は
、
東
魏
が
、
兵
力
、
経
済
力
、
領
土
の
広
さ

等
に
お
い
て
西
魏
を
凌
駕
し
て
い
た
）
2
（

。
西
魏
が
、
こ
う
し
た
劣
勢
を
ど
の
よ
う
に

克
服
し
、
東
魏
・
北
斉
を
圧
倒
し
て
い
っ
た
の
か
を
、
軍
事
面
に
着
目
し
、
西
魏

の
軍
制
改
革
に
つ
い
て
論
考
し
た
先
行
研
究
は
多
い
。
西
魏
の
軍
隊
は
も
と
も
と

東
魏
に
比
べ
て
鮮
卑
族
の
兵
士
が
少
な
か
っ
た
上
に
、
五
四
三
年
（
大
統
九
）、

邙
山
の
戦
い
で
東
魏
に
惨
敗
し
、
宇
文
泰
の
直
属
部
隊
は
ほ
ぼ
喪
失
し
た
。
新
た

な
兵
力
を
確
保
す
る
必
要
に
迫
ら
れ
た
宇
文
泰
は
、
そ
こ
で
漢
人
農
民
（
郷
兵
）

西
魏
・
北
周
の
対
外
政
策
と
中
国
再
統
一
へ
の
プ
ロ
セ
ス

│
東
部
ユ
ー
ラ
シ
ア
分
裂
時
代
末
期
の
外
交
関
係

│

菅　

沼　
　

愛　

語
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も
積
極
的
に
徴
兵
し
、
儀
同
府
に
所
属
さ
せ
て
二
十
四
の
軍
を
組
織
し
た
）
3
（

。
効
率

よ
く
系
統
化
さ
れ
た
こ
の
二
十
四
軍
制
に
よ
っ
て
西
魏
・
北
周
は
次
第
に
東
魏
・

北
斉
を
圧
倒
し
、
遂
に
は
北
斉
を
攻
め
滅
ぼ
し
て
華
北
を
再
統
一
す
る
。
先
行
研

究
で
は
、
西
魏
の
二
十
四
軍
制
が
府
兵
制
の
淵
源
と
な
り
、
隋
、
唐
に
継
承
さ
れ

て
い
っ
た
と
見
て
い
る
）
4
（

。

軍
事
改
革
が
西
魏
・
北
周
の
原
動
力
に
な
っ
た
と
の
見
方
は
無
論
重
要
で
あ
る

が
、
本
稿
で
は
、
西
魏
・
北
周
の
覇
業
達
成
の
背
景
の
一
要
因
で
あ
る
外
交
に
焦

点
を
当
て
て
考
察
す
る
。
分
裂
期
に
は
他
国
を
圧
倒
す
る
た
め
に
外
交
に
よ
っ
て

周
辺
国
家
と
連
繋
す
る
事
も
必
要
で
あ
り
、
例
え
ば
、
南
朝
の
宋
・
斉
は
、
柔
然
、

吐
谷
渾
等
と
連
繋
し
て
北
魏
の
牽
制
を
図
っ
て
い
る
）
5
（

。
翻
っ
て
、
西
魏
・
北
周
を

巡
る
国
際
情
勢
を
概
観
す
る
と
、
建
国
期
の
西
魏
は
、
東
魏
が
、
南
の
梁
、
北
の

柔
然
、
西
の
吐
谷
渾
と
通
好
し
て
西
魏
包
囲
網
を
形
成
し
た
た
め
国
際
的
に
孤
立

し
て
い
た
）
6
（

。
ま
た
、
北
周
と
北
斉
の
対
立
は
突
厥
に
付
け
入
る
隙
を
与
え
た
。
北

周
も
北
斉
も
、
突
厥
の
支
援
の
得
る
た
め
に
競
っ
て
贈
物
を
し
、
可
汗
の
歓
心
を

買
う
事
に
腐
心
し
た
た
め
、
佗
鉢
可
汗
か
ら
「
南
に
二
人
の
孝
行
息
子
（
北
周
と

北
斉
）
が
い
れ
ば
、
突
厥
に
物
不
足
の
心
配
は
な
い
」
と
揶
揄
さ
れ
、
翻
弄
さ
れ

た
（『
周
書
』
巻
五
〇
突
厥
伝
）。

本
稿
で
は
、
特
に
以
下
の
四
点
に
注
目
し
な
が
ら
、
西
魏
・
北
周
の
対
外
政
策

を
広
範
な
視
点
か
ら
考
察
す
る
。

第
一
に
筆
者
が
注
目
し
た
点
は
、
南
北
双
方
の
国
際
情
勢
を
包
括
的
に
考
慮
し

な
が
ら
西
魏
・
北
周
の
対
外
政
策
を
考
察
し
、
東
魏
・
北
斉
の
対
外
政
策
と
の
相

違
点
に
つ
い
て
も
比
較
検
討
す
る
事
で
あ
る
。
例
え
ば
、
南
で
侯
景
の
乱
が
勃
発

し
た
時
期
、
北
で
も
柔
然
が
滅
亡
し
て
突
厥
が
台
頭
し
て
い
る
点
に
注
目
し
た
。

南
北
で
同
時
期
に
起
こ
っ
た
国
際
情
勢
の
激
変
に
対
し
、
西
魏
は
ど
の
よ
う
に
関

わ
り
対
外
戦
略
を
成
功
さ
せ
た
の
か
、
北
斉
は
何
故
南
北
の
政
変
を
う
ま
く
攻
略

で
き
な
か
っ
た
の
か
、
そ
の
理
由
に
つ
い
て
考
え
た
い
。
ま
た
、
北
方
の
突
厥
が

台
頭
し
た
後
に
、
北
周
と
北
斉
を
互
い
に
牽
制
さ
せ
て
勢
力
拡
大
し
た
事
は
比
較

的
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
北
周
が
、
こ
の
悪
状
況
を
打
開
す
る
た
め
に
南
の
陳

と
連
繋
し
、
北
斉
攻
略
を
図
っ
た
点
に
、
筆
者
は
注
目
し
た
。
陳
は
何
故
北
周
を

同
盟
国
に
選
ん
だ
の
か
、
陳
に
対
す
る
北
周
・
北
斉
の
外
交
政
策
の
違
い
は
ど
こ

に
あ
っ
た
の
か
を
考
え
た
い
。
尚
、
侯
景
の
乱
に
関
し
て
は
、
岡
崎
文
夫
氏
、
吉

川
忠
夫
氏
、
川
勝
義
雄
氏
ら
が
論
考
し
、
乱
を
契
機
に
西
魏
が
領
土
拡
張
し
た
点

に
つ
い
て
は
前
島
佳
孝
氏
が
考
察
し
て
お
り
、
侯
景
の
乱
と
西
魏
と
の
関
わ
り
に

つ
い
て
は
先
行
研
究
も
指
摘
し
て
い
る
）
7
（

。
し
か
し
、
同
じ
時
期
に
柔
然
が
突
厥
に

滅
ぼ
さ
れ
北
方
で
も
政
権
交
代
が
起
こ
っ
て
い
る
事
や
、
北
方
の
政
変
に
対
す
る

西
魏
・
北
斉
の
対
応
に
つ
い
て
は
、
あ
ま
り
注
目
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
北
周
、

北
斉
と
突
厥
と
の
外
交
に
つ
い
て
は
護
雅
夫
氏
が
概
観
し
、
平
田
陽
一
郎
氏
は
、

北
斉
滅
亡
後
、
突
厥
が
北
斉
の
王
族
を
擁
立
し
て
北
周
に
対
抗
し
た
事
、
周
隋
革

命
の
時
、
楊
堅
が
、
北
周
の
千
金
公
主
の
降
嫁
を
利
用
し
て
突
厥
と
和
睦
し
、
北

周
王
族
の
粛
清
を
図
っ
た
事
な
ど
を
研
究
し
て
い
る
）
8
（

。
北
周
と
陳
の
連
繋
に
つ
い

て
は
、
岡
崎
文
夫
氏
、
呂
春
盛
氏
が
指
摘
し
て
い
る
）
9
（

。
こ
の
様
に
北
周
と
突
厥
、

陳
と
の
各
々
の
外
交
関
係
に
つ
い
て
は
先
行
研
究
も
論
考
し
て
い
る
が
、
南
北
の

情
勢
を
総
合
的
に
見
る
と
い
う
視
点
が
弱
い
と
感
じ
る
の
で
、
筆
者
は
、
本
稿
で

南
北
両
方
の
情
勢
を
視
野
に
入
れ
な
が
ら
北
周
の
外
交
を
考
え
た
い
と
思
う
。

二
番
目
の
注
目
点
は
、
西
魏
と
突
厥
と
の
通
好
で
あ
る
。
建
国
当
初
の
西
魏
は

東
魏
の
構
築
し
た
包
囲
網
に
圧
迫
さ
れ
国
際
的
に
孤
立
し
て
お
り
、
突
厥
と
の
通

好
は
、
西
魏
に
と
っ
て
包
囲
網
を
打
開
す
る
た
め
の
重
要
な
転
換
点
に
な
っ
た
。

こ
の
時
代
の
中
国
と
突
厥
と
の
外
交
関
係
に
関
し
て
は
、
先
述
の
様
に
、
突
厥
が
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北
周
と
北
斉
の
対
立
に
乗
じ
て
勢
力
拡
張
し
た
事
が
知
ら
れ
て
い
る
が
、
勃
興
時

の
突
厥
と
西
魏
と
の
通
好
の
重
要
性
に
関
し
て
は
、
あ
ま
り
注
目
さ
れ
て
い
な
い

の
で
、
本
稿
で
は
西
魏
と
突
厥
の
通
好
の
意
義
に
つ
い
て
考
え
る
。

三
番
目
の
注
目
点
は
、
西
魏
と
東
魏
が
盛
ん
に
周
辺
諸
族
（
柔
然
、
吐
谷
渾
、

突
厥
）
と
婚
姻
関
係
を
結
ん
で
い
る
点
で
あ
る
。
こ
の
時
期
、
中
原
王
朝
（
西

魏
・
北
周
、
東
魏
）
と
柔
然
、
吐
谷
渾
、
突
厥
の
間
で
行
わ
れ
た
通
婚
の
例
は
多

く
、
二
重
、
も
し
く
は
三
重
に
婚
姻
関
係
を
結
ぶ
事
も
あ
り
、
政
略
結
婚
は
重
要

な
外
交
戦
略
で
あ
っ
た
。
筆
者
は
、
西
魏
、
東
魏
の
婚
姻
政
策
は
両
国
の
攻
防
戦

と
密
接
に
関
連
し
て
い
る
と
考
え
る
。
年
表
と
表
も
用
い
、
攻
防
戦
と
婚
姻
政
策

の
関
連
性
を
検
討
す
る
。
尚
、
こ
の
時
期
の
和
蕃
公
主
の
降
嫁
に
つ
い
て
は
藤
野

月
子
氏
が
全
体
像
を
考
察
し
、「
分
裂
し
て
い
た
西
魏
、
東
魏
は
、
婚
姻
を
通
じ

て
自
己
の
優
位
性
を
維
持
す
る
た
め
に
柔
然
・
突
厥
と
結
び
付
い
た
」
と
総
括
し

て
い
る
）
10
（

。
筆
者
は
個
々
の
重
要
な
婚
姻
に
つ
い
て
詳
細
に
考
察
す
る
。
ま
た
藤
野

氏
が
考
察
し
て
い
な
い
、
東
魏
と
吐
谷
渾
の
二
重
結
婚
、
西
魏
と
突
厥
の
通
婚
も

取
り
上
げ
、
そ
の
歴
史
的
意
義
に
つ
い
て
も
考
え
た
い
。

そ
し
て
四
番
目
に
筆
者
が
留
意
し
た
点
は
、
西
魏
・
北
周
の
覇
業
達
成
の
理
由

を
柔
然
、
突
厥
、
吐
谷
渾
、
南
朝
（
梁
・
陳
）
の
動
静
も
視
野
に
入
れ
、
包
括
的

に
見
る
事
で
あ
る
。
西
魏
・
北
周
の
対
外
政
策
を
広
い
視
野
か
ら
論
じ
た
研
究
と

し
て
は
、
呂
春
盛
氏
の
研
究
が
上
げ
ら
れ
る
）
11
（

。
呂
氏
は
、
例
え
ば
、
建
国
当
初
の

西
魏
が
東
魏
、
梁
、
柔
然
、
吐
谷
渾
に
よ
る
包
囲
網
に
取
り
巻
か
れ
て
孤
立
し
て

い
た
事
、
こ
の
西
魏
包
囲
網
は
突
厥
が
柔
然
を
滅
ぼ
し
た
事
に
よ
っ
て
打
破
さ
れ

た
事
、
陳
と
の
対
北
斉
連
合
が
北
周
の
北
斉
討
滅
戦
に
有
利
に
作
用
し
た
事
な
ど

〔図Ａ〕西魏建国期（540年頃）

〔図Ｃ〕北周を巡る国際情勢（570年代）

〔図Ｂ〕西魏拡張期（550年代）

図：540年頃から580年頃までの外交関係の推移。黒
矢印は敵対行為、二重線は同盟や友好関係、破線は
希薄な同盟関係を表す。
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を
指
摘
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
見
方
は
そ
の
後
の
研
究
に
あ
ま
り
継
承

さ
れ
て
お
ら
ず
、
呂
氏
の
研
究
成
果
が
充
分
に
活
か
さ
れ
て
い
る
と
は
言
え
な
い
。

本
稿
で
は
、
呂
氏
の
研
究
成
果
も
取
り
入
れ
つ
つ
西
魏
・
北
周
の
外
交
戦
略
を
再

構
成
し
た
い
と
思
う
。

本
稿
の
章
立
て
は
三
章
か
ら
成
り
、
第
一
章
で
西
魏
建
国
当
初
の
対
外
政
策
、

第
二
章
で
西
魏
の
積
極
的
対
外
拡
張
、
第
三
章
で
北
斉
滅
亡
前
後
の
北
周
の
対
外

政
策
を
各
々
取
り
上
げ
る
。

本
稿
で
は
『
魏
書
』『
周
書
』『
北
斉
書
』『
隋
書
』『
北
史
』『
南
斉
書
』『
梁

書
』『
陳
書
』『
南
史
』『
資
治
通
鑑
』
か
ら
該
当
部
分
を
抜
き
出
し
て
事
実
関
係

を
明
ら
か
に
し
、
年
表
・
表
・
図
に
ま
と
め
、
考
察
を
加
え
た
。
建
国
期
の
西
魏

の
対
外
政
策
に
つ
い
て
は
〔
年
表
1
〕、
対
外
拡
張
期
の
西
魏
の
対
外
政
策
に
つ

い
て
は
〔
年
表
2
〕、
北
周
時
代
の
対
外
政
策
に
つ
い
て
は
〔
年
表
3
〕、
西
魏
、

北
周
、
東
魏
と
周
辺
諸
族
（
柔
然
・
吐
谷
渾
・
突
厥
）
と
の
婚
姻
政
策
に
つ
い
て

は
〔
表
〕、
西
魏
と
周
辺
諸
国
と
の
合
従
連
衡
の
推
移
に
つ
い
て
は
〔
図
〕
に

各
々
ま
と
め
た
。
こ
れ
ら
は
、
こ
の
時
代
を
研
究
す
る
際
に
有
益
に
な
る
と
思
わ

れ
る
。
尚
、
年
代
は
史
料
に
従
っ
て
太
陰
暦
で
記
す
。
括
弧
内
の
年
号
は
、
先
に

西
魏
・
北
周
の
年
号
、
次
い
で
東
魏
・
北
斉
の
年
号
を
記
し
た
。

第
一
章　

西
魏
建
国
当
初
の
対
外
政
策
│
西
魏
・
東
魏
の

　
　
　
　

攻
防
戦
と
婚
姻
政
策
（
五
三
五
〜
五
四
七
年
）

北
魏
は
五
三
五
年
（
大
統
元
、
天
平
二
）、
東
西
に
分
裂
し
、
西
魏
は
五
三
六

年
（
大
統
二
、
天
平
三
）
か
ら
五
四
六
年
（
大
統
一
二
、
武
定
四
）
ま
で
東
魏
と

の
間
で
激
烈
な
攻
防
戦
を
展
開
し
た
。
こ
の
時
期
、
西
魏
は
柔
然
と
通
婚
し
、
東

魏
は
柔
然
、
吐
谷
渾
と
二
重
も
し
く
は
三
重
に
婚
姻
関
係
を
結
び
、
そ
れ
ぞ
れ
周

辺
諸
族
と
の
和
親
に
努
め
て
い
る
。
西
魏
も
東
魏
も
、
相
手
国
を
凌
駕
す
る
た
め

に
対
外
政
策
に
も
力
を
注
い
だ
と
思
わ
れ
る
。
筆
者
は
、
周
辺
諸
族
に
対
す
る
西

魏
、
東
魏
の
政
略
結
婚
は
、
両
国
の
対
戦
結
果
と
も
連
動
し
て
い
る
と
考
え
、

〔
年
表
1
〕
と
〔
表
〕
で
攻
防
戦
と
周
辺
諸
族
と
の
政
略
結
婚
の
関
連
性
を
示
し

つ
つ
考
察
す
る
。〔
図
Ａ
〕
も
参
照
さ
れ
た
い
。

（
一
）
東
魏
と
梁
の
使
節
交
換
（
五
三
六
年
よ
り
）

東
魏
の
高
歓
は
、
五
三
六
年
（
梁
の
大
同
二
年
）、
梁
の
武
帝
に
遣
使
し
て
通

好
を
開
始
し
、
以
後
、
東
魏
と
梁
は
毎
年
の
様
に
使
節
を
交
換
し
た
（『
梁
書
』

巻
三
武
帝
紀
下
、『
資
治
通
鑑
』
巻
一
五
七
）。
高
歓
は
、
西
魏
と
の
対
立
・
交
戦

を
考
慮
し
、
南
朝
と
の
親
善
に
努
め
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
西
魏
は
梁

と
は
疎
遠
で
、
使
節
の
往
来
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
か
っ
た
）
12
（

。

（
二
）
西
魏
・
東
魏
間
の
攻
防
戦
と
、
両
国
の
柔
然
と
の
通
婚

五
三
六
年
、
高
歓
が
西
魏
に
侵
攻
し
、
夏
州
（
陝
西
省
）
を
襲
撃
し
た
た
め
、

霊
州
（
寧
夏
回
族
自
治
区
）
や
涼
州
（
甘
粛
省
）
の
刺
史
は
高
歓
に
降
伏
し
、
西

魏
に
は
痛
手
と
な
っ
た
。
勢
い
づ
い
た
高
歓
は
、
五
三
七
年
（
大
統
三
、
天
平

四
）
に
も
西
魏
に
侵
攻
し
、
十
月
、
沙
苑
（
陝
西
省
）
で
西
魏
軍
と
東
魏
軍
が
激

突
し
た
が
、
東
魏
軍
が
大
敗
し
た
（『
周
書
』
巻
二
文
帝
紀
下
、『
北
斉
書
』
巻
二

神
武
紀
下
、『
資
治
通
鑑
』
巻
一
五
七
）。

西
魏
は
、
五
三
五
年
よ
り
柔
然
）
13
（

の
可
汗
阿
那
瓌
に
遣
使
し
和
睦
を
請
願
し
て
い

た
。
こ
の
頃
、
柔
然
が
頻
繁
に
入
寇
し
、
北
方
で
の
防
戦
が
負
担
に
な
っ
た
た
め
、

西
魏
は
柔
然
と
の
和
睦
を
図
っ
た
の
で
あ
る
。
西
魏
と
柔
然
は
和
睦
交
渉
の
末
、

阿
那
瓌
の
兄
弟
塔
寒
に
化
政
公
主
（
西
魏
の
元
翌
の
娘
）
が
嫁
ぎ
、
文
帝
も
阿
那

瓌
の
娘
を
娶
っ
て
二
重
の
婚
姻
関
係
を
結
ぶ
事
に
な
っ
た
（『
周
書
』
巻
三
三
庫

狄
峙
伝
、
楊
荐
伝
、『
北
史
』
巻
九
八
蠕
蠕
伝
、『
資
治
通
鑑
』
巻
一
五
七
、
巻
一
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五
八
）。
五
三
八
年
（
大
統
四
、
元
象
元
）、
文
帝
は
、
阿
那
瓌
の
要
求
を
容
れ
て

乙
弗
皇
后
を
廃
后
と
し
、
阿
那
瓌
の
娘
を
皇
后
（
悼
皇
后
）
に
し
た
（『
北
史
』

巻
一
三
悼
皇
后
伝
、
蠕
蠕
伝
）。
こ
の
前
年
の
五
三
七
年
、
沙
苑
の
戦
い
で
、
西

魏
は
東
魏
の
侵
攻
を
退
け
た
が
、
東
魏
の
脅
威
は
依
然
強
く
、
西
魏
は
、
柔
然
と

の
親
善
を
強
固
に
す
る
事
で
、
東
魏
の
更
な
る
攻
撃
に
備
え
よ
う
と
し
た
の
で
あ

ろ
う
。

こ
れ
に
対
し
、
東
魏
の
高
歓
も
柔
然
に
遣
使
し
て
阿
那
瓌
に
通
婚
を
請
願
し
た

が
、
阿
那
瓌
は
西
魏
と
通
婚
後
の
五
三
八
年
五
月
に
東
魏
領
の
幽
州
（
現
北
京
）、

九
月
に
は
肆
州
（
山
西
省
）
を
各
々
襲
撃
し
、
東
魏
の
使
者
元
整
を
殺
害
し
て
東

魏
と
の
通
好
を
絶
っ
た
（『
北
史
』
蠕
蠕
伝
）。
阿
那
瓌
は
西
魏
と
の
親
善
を
重
ん

じ
、
東
魏
の
和
睦
要
請
を
拒
絶
し
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
も
高
歓
は
阿
那
瓌
と
の

通
好
を
望
み
、
報
復
に
柔
然
の
使
者
を
殺
す
よ
う
な
事
は
せ
ず
、
使
者
を
柔
然
に

帰
国
さ
せ
た
（『
北
史
』
蠕
蠕
伝
）。
高
歓
は
、
連
年
西
魏
と
交
戦
し
た
が
敗
戦
が

続
い
た
た
め
、
柔
然
と
婚
姻
関
係
を
結
ん
で
西
魏
を
牽
制
し
た
い
と
考
え
た
の
で

あ
ろ
う
。
柔
然
の
使
者
を
帰
国
さ
せ
た
の
は
、
阿
那
瓌
と
通
好
す
る
機
会
を
模
索

す
る
た
め
で
あ
っ
た
。

柔
然
の
阿
那
瓌
は
、
し
か
し
、
西
魏
と
婚
姻
を
結
ん
だ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
五

四
〇
年
（
大
統
六
、
興
和
二
）、
西
魏
に
侵
攻
し
、
文
帝
と
廃
后
乙
弗
氏
の
復
縁

を
非
難
し
た
（『
北
史
』
蠕
蠕
伝
、『
資
治
通
鑑
』
巻
一
五
八
）。
阿
那
瓌
は
、
娘

（
悼
皇
后
）
へ
の
侮
辱
は
柔
然
へ
の
侮
辱
に
等
し
い
と
見
做
し
、
報
復
の
た
め
に

西
魏
を
攻
撃
し
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
文
帝
は
廃
后
乙
弗
氏
に
自
殺
を
命
じ
、
宇

文
泰
も
諸
軍
を
沙
苑
（
陝
西
省
）
に
駐
屯
さ
せ
て
柔
然
へ
の
防
備
を
固
め
た
た
め
、

柔
然
は
撤
退
し
た
（『
北
史
』
蠕
蠕
伝
、『
資
治
通
鑑
』
巻
一
五
八
）。

だ
が
、
し
ば
ら
く
し
て
悼
皇
后
が
病
死
す
る
と
、
高
歓
は
阿
那
瓌
に
遣
使
し
て

〔表〕西魏・北周および東魏と周辺諸族（柔然、吐谷渾、突厥）との婚姻関係
年代 国 婚姻関係 史料 外交的な背景

537年頃 西魏と柔然 西魏の文帝と悼皇后（柔然可汗阿
那瓌の娘）

『北史』13悼皇后伝、
98蠕蠕伝 536年と537年に東魏が西魏に侵攻。西

魏は東魏の更なる侵攻に備えるため、
柔然と通好して東魏の牽制を画策537年頃 西魏と柔然

（二重結婚）
柔然の塔寒（阿那瓌の兄弟）と西
魏の化政公主（元翌の娘）

『北史』蠕蠕伝、
『資治通鑑』158

541年 東魏と柔然
柔然の菴羅辰（阿那瓌の太子）と
東魏の蘭陵郡長公主（常山王の
妹）

『北史』蠕蠕伝 541年に西魏の悼皇后が病死したので、
東魏は柔然と二重に通婚する事で親善
を強化し、西魏の牽制を画策

542年 東魏と柔然
（二重結婚）

東魏の高湛（高歓子、後の北斉武
成帝）と隣和公主（菴羅辰の娘）

『北斉書』７武成帝紀、
『北史』蠕蠕伝

545年 東魏と吐谷渾 東魏の孝静帝と吐谷渾可汗夸呂の
従妹 『魏書』12孝静帝紀、

101吐谷渾伝、
『資治通鑑』159

東魏は543年の邙山の戦いで西魏に大
勝したが、西魏を滅ぼせなかったので、
柔然、吐谷渾と幾重にも通婚して親睦
を深め、西魏を外交的に圧迫しようと
画策

545年頃 東魏と吐谷渾
（二重結婚）

吐谷渾可汗夸呂と東魏の広楽公主
（済南王匡の孫）

545年 東魏と柔然
（三重結婚）

東魏の高歓と蠕蠕公主（阿那瓌の
娘）

『北史』14蠕蠕公主伝、
『資治通鑑』159

551年 西魏と突厥 突厥の土門（伊利可汗）と西魏の
長楽公主

『周書』50突厥伝、
『資治通鑑』164

西魏は東魏に包囲され国際的に孤立し、
突厥と通好して孤立からの脱却を画策

568年 北周と突厥 北周の武帝と阿史那皇后（突厥木
杆可汗の娘）

『周書』 5 武帝紀、
突厥伝

突厥と親善強化して北斉に対抗するた
め

580年 北周・隋と
突厥

突厥の佗鉢可汗と北周の千金公主
（後に隋から楊氏の姓と大義公主
の称号を与えられる）

『周書』突厥伝
『資治通鑑』173、174、
平田陽一郎「周隋革命
と突厥情勢」

突厥との和睦と、公主降嫁を口実に北
周諸王を呼び粛清する事を目的に、楊
堅が実行
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西
魏
を
謗
り
、
悼
皇
后
が
西
魏
に
殺
害
さ
れ
た
事
、
阿
那
瓌
が
か
つ
て
北
魏
の
助

力
で
国
を
保
て
た
事
、
東
魏
こ
そ
が
北
魏
の
正
統
な
後
継
者
で
あ
る
事
な
ど
を
伝

え
、
東
魏
と
結
ぶ
よ
う
促
し
た
（『
北
史
』
蠕
蠕
伝
、『
資
治
通
鑑
』
巻
一
五
八
）。

阿
那
瓌
は
高
歓
の
提
案
に
応
じ
て
東
魏
に
遣
使
し
、
五
四
一
年
（
大
統
七
、
興
和

三
）、
阿
那
瓌
の
太
子
菴
羅
辰
と
常
山
王
の
妹
蘭
陵
郡
長
公
主
が
結
婚
し
た
（『
北

史
』
蠕
蠕
伝
）。
五
四
二
年
（
大
統
八
、
興
和
四
）
に
は
高
歓
の
第
九
子
高
湛

（
後
の
北
斉
の
武
成
帝
）
と
菴
羅
辰
の
娘
隣
和
公
主
が
結
婚
し
（『
北
史
』
蠕
蠕
伝
、

『
北
斉
書
』
巻
七
武
成
帝
紀
）、
東
魏
と
柔
然
の
間
は
二
重
の
婚
姻
で
固
く
結
ば
れ

た
。高

歓
は
、
こ
う
し
て
西
魏
と
柔
然
の
間
に
楔
を
打
ち
込
む
傍
ら
、
東
魏
と
柔
然

の
親
善
を
強
化
し
た
。
西
魏
も
ま
た
、
悼
皇
后
の
死
後
、
阿
那
瓌
に
遣
使
し
て
再

婚
を
試
み
た
が
、
東
魏
に
先
を
越
さ
れ
、
再
婚
話
は
実
現
し
な
か
っ
た
（『
周
書
』

巻
三
三
楊
荐
伝
）。

以
上
の
様
に
、
建
国
直
後
の
西
魏
と
東
魏
は
激
し
い
攻
防
戦
を
繰
り
広
げ
た
が
、

対
外
的
に
も
、
柔
然
と
連
繋
し
て
相
手
を
牽
制
し
よ
う
と
、
競
っ
て
柔
然
と
婚
姻

関
係
を
結
ぼ
う
と
し
た
の
で
あ
っ
た
。

（
三
）
東
魏
と
吐
谷
渾
の
通
好
開
始
（
五
四
〇
年
）
─
西
魏
包
囲
網
の
形
成
─

五
四
〇
年
、
吐
谷
渾
の
可
汗
夸
呂
が
、
柔
然
に
道
を
借
り
、
初
め
て
東
魏
に
遣

使
し
た
（『
魏
書
』
巻
一
〇
一
吐
谷
渾
伝
、『
資
治
通
鑑
』
巻
一
五
八
）。
吐
谷
渾

は
西
魏
と
境
界
を
接
し
、
大
統
年
間
中
（
五
三
五
〜
五
五
一
）
に
は
西
魏
の
辺
境

地
帯
を
し
ば
し
ば
襲
撃
し
て
い
た
（『
周
書
』
巻
五
〇
吐
谷
渾
伝
）。
吐
谷
渾
は
西

魏
と
対
立
す
る
関
係
上
、
東
魏
と
の
通
好
を
図
っ
た
の
で
あ
る
。
東
魏
も
ま
た
吐

谷
渾
に
対
し
、
西
方
か
ら
西
魏
を
圧
迫
す
る
事
を
期
待
し
た
と
思
わ
れ
る
。
高
歓

は
、
す
で
に
梁
、
柔
然
と
通
好
し
て
西
魏
を
包
囲
す
る
構
え
を
見
せ
て
い
た
が
、

こ
こ
に
更
に
吐
谷
渾
が
加
わ
る
事
に
よ
っ
て
東
西
南
北
よ
り
西
魏
を
包
囲
す
る
態

勢
が
整
い
、
西
魏
は
国
際
的
に
孤
立
を
深
め
る
事
に
な
っ
た
。

青
海
の
吐
谷
渾
は
東
西
交
易
を
中
継
し
、
南
朝
と
柔
然
・
西
域
を
結
ぶ
仲
介
者

と
し
て
、
経
済
的
に
も
外
交
的
に
も
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
）
14
（

。
吐
谷
渾
は
、

益
州
（
四
川
省
）
経
由
で
南
朝
と
通
好
し
た
（『
梁
書
』
巻
五
四
河
南
伝
）
だ
け

で
な
く
、
柔
然
に
も
道
を
貸
し
、
柔
然
の
使
者
が
益
州
経
由
で
南
朝
と
通
好
で
き

る
よ
う
、
便
宜
も
図
っ
て
い
た
の
で
あ
る
（『
南
斉
書
』
巻
五
九
苪
苪
虜
伝
）。
柔

然
と
吐
谷
渾
は
、
こ
の
様
に
共
生
関
係
に
あ
っ
た
の
で
、
吐
谷
渾
が
東
魏
に
遣
使

す
る
時
に
は
、
柔
然
が
吐
谷
渾
に
道
を
貸
し
た
の
で
あ
る
。

尚
、
遠
国
と
通
好
し
て
隣
国
を
挟
撃
す
る
外
交
形
態
を
遠
交
近
攻
と
い
う
が
、

東
魏
と
吐
谷
渾
の
通
好
は
、
こ
の
遠
交
近
攻
に
相
当
す
る
。
後
に
隋
は
遠
交
近
攻

策
を
実
施
し
て
突
厥
を
分
裂
さ
せ
る
（『
隋
書
』
巻
五
一
長
孫
晟
伝
）
が
、
隋
は

こ
の
時
代
に
行
わ
れ
た
外
交
戦
略
も
参
考
に
し
た
と
思
わ
れ
る
。

（
四
）
西
魏
と
突
厥
の
通
好
開
始
（
五
四
五
年
）
─
そ
の
歴
史
的
意
義
─

五
四
二
年
（
大
統
八
、
興
和
四
）、
高
歓
は
西
魏
に
侵
攻
し
、
西
魏
の
要
衝
玉

壁
（
陝
西
省
）
を
攻
囲
す
る
が
攻
め
あ
ぐ
ね
て
撤
退
し
た
。
翌
五
四
三
年
（
大
統

九
、
武
定
元
）、
今
度
は
宇
文
泰
が
東
魏
に
侵
攻
し
、
洛
陽
の
北
に
あ
る
邙
山
で

東
魏
軍
と
対
戦
す
る
が
、
大
敗
し
た
。
し
か
し
勝
利
し
た
高
歓
も
ま
た
激
戦
に
疲

弊
し
、
撤
退
し
た
（『
周
書
』
巻
二
文
帝
紀
下
、『
北
斉
書
』
巻
二
神
武
帝
紀
下
、

『
資
治
通
鑑
』
巻
一
五
八
）。
こ
の
た
め
、
二
年
間
の
激
闘
に
も
か
か
わ
ら
ず
両
者

の
雌
雄
は
決
し
な
か
っ
た
。

尚
、
邙
山
の
戦
い
の
時
、
宇
文
泰
の
直
属
部
隊
約
三
万
が
、
ほ
ぼ
壊
滅
し
た
）
15
（

。

宇
文
泰
は
、
こ
の
危
機
的
状
況
を
乗
り
切
る
た
め
、
敗
戦
直
後
、
関
隴
（
陝
西

省
・
甘
粛
省
）
の
豪
族
か
ら
郷
兵
（
漢
人
農
民
）
を
徴
集
し
、
こ
れ
よ
り
三
年
の
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間
、
毎
年
各
地
で
軍
事
訓
練
を
行
っ
て
軍
隊
の
補
強
に
努
め
た
（『
周
書
』
文
帝

紀
下
）。
宇
文
泰
は
、
徴
集
し
た
兵
を
儀
同
府
に
所
属
さ
せ
、
二
十
四
軍
に
組
織

し
た
。
こ
の
軍
制
改
革
が
西
魏
の
軍
事
史
上
の
重
要
な
転
機
と
な
り
、
後
に
は
隋

唐
に
継
承
さ
れ
て
府
兵
制
の
起
源
に
な
っ
た
事
は
著
名
で
あ
る
が
、
筆
者
は
、
宇

文
泰
は
危
機
を
乗
り
切
る
た
め
、
外
交
面
で
も
転
機
と
な
る
重
大
な
決
断
を
下
し

た
と
考
え
る
。
そ
れ
は
、
邙
山
の
敗
戦
か
ら
二
年
後
の
五
四
五
年
（
大
統
一
一
、

武
定
三
）
に
行
わ
れ
た
、
突
厥
へ
の
初
め
て
の
遣
使
で
あ
る
。

宇
文
泰
は
五
四
五
年
、
新
興
の
突
厥
に
対
し
、
酒
泉
（
甘
粛
省
）
の
ソ
グ
ド
人

安
諾
槃
陀
）
16
（

を
派
遣
し
て
誼
を
結
ん
だ
（『
周
書
』
突
厥
伝
）。
突
厥
は
こ
の
頃
、
柔

然
の
従
属
下
に
あ
っ
た
の
で
、
宇
文
泰
は
突
厥
に
柔
然
の
牽
制
を
期
待
し
た
と
考

え
ら
れ
る
。
突
厥
の
酋
長
土
門
（
初
代
の
伊
利
可
汗
）
は
、
西
魏
の
使
者
が
到
来

す
る
と
、「
今
大
国
使
至
、
我
国
将
興
也
。〔
い
ま
大
国
の
使
者
が
や
っ
て
来
た
。

わ
が
国
は
今
ま
さ
に
興
隆
す
る
で
あ
ろ
う
。〕」
と
言
っ
て
喜
ん
だ
。
土
門
は
こ
れ

よ
り
先
、
長
城
付
近
に
来
て
絹
を
購
入
し
、
西
魏
と
の
交
易
を
希
望
し
て
い
た
の

で
、
五
四
六
年
（
大
統
一
二
、
武
定
四
）、
西
魏
に
遣
使
し
て
特
産
物
を
献
上
し

た
（『
周
書
』
突
厥
伝
、『
北
史
』
巻
九
九
突
厥
伝
）。
突
厥
も
ま
た
、
西
魏
と
の

通
好
が
国
家
の
興
隆
に
利
す
る
と
判
断
し
た
の
で
あ
る
。
尚
、『
周
書
』
巻
二
七

宇
文
測
伝
）
17
（

に
よ
れ
ば
、
突
厥
は
五
四
二
年
（
大
統
八
）
に
初
め
て
西
魏
に
入
寇
し

た
が
、
五
四
五
年
に
宇
文
泰
が
土
門
と
誼
を
結
ん
で
か
ら
、
北
周
時
代
の
五
七
八

年
（
宣
政
元
）
四
月
に
幽
州
（
現
北
京
）
を
襲
撃
す
る
ま
で
、
記
録
の
上
で
は
西

魏
・
北
周
に
一
度
も
入
寇
し
て
い
な
い
。
つ
ま
り
、
宇
文
泰
と
土
門
が
通
好
を
開

始
し
て
以
降
、
西
魏
・
北
周
は
突
厥
と
親
善
関
係
を
維
持
し
続
け
た
の
で
あ
る
。

西
魏
に
と
っ
て
は
、
突
厥
と
の
親
睦
が
東
魏
を
圧
倒
し
て
い
く
た
め
の
重
要
な
布

石
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

（
五
）
東
魏
と
柔
然
、
吐
谷
渾
の
通
婚
（
五
四
五
年
）

邙
山
の
戦
い
（
五
四
三
年
）
か
ら
二
年
後
の
五
四
五
年
、
東
魏
の
高
歓
も
吐
谷

渾
、
柔
然
と
各
々
通
婚
し
、
親
善
を
強
化
し
て
い
る
。
即
ち
、
五
四
五
年
二
月
、

吐
谷
渾
の
可
汗
夸
呂
の
従
妹
が
東
魏
の
孝
静
帝
に
入
内
し
、
次
い
で
時
期
は
不
明

で
あ
る
が
東
魏
の
広
楽
公
主
（
済
南
王
匡
の
孫
娘
）
が
夸
呂
に
嫁
い
だ
（『
魏
書
』

巻
一
二
孝
静
帝
紀
、
吐
谷
渾
伝
、『
資
治
通
鑑
』
巻
一
五
九
）。
こ
の
二
重
の
婚
姻

に
よ
っ
て
東
魏
と
吐
谷
渾
の
親
睦
は
深
ま
り
、
以
後
吐
谷
渾
の
朝
貢
は
絶
え
な

か
っ
た
（『
魏
書
』
吐
谷
渾
伝
）。
ま
た
五
四
五
年
八
月
、
阿
那
瓌
の
娘
蠕
蠕
公
主

が
高
歓
に
嫁
い
だ
（『
北
史
』
巻
一
四
蠕
蠕
公
主
伝
、『
資
治
通
鑑
』
巻
一
五
九
）。

こ
れ
に
よ
り
東
魏
と
柔
然
は
三
重
の
婚
姻
関
係
で
固
く
結
ば
れ
、
両
国
の
国
境
地

帯
は
安
泰
と
な
り
、
武
定
末
（
五
五
〇
年
頃
）
ま
で
柔
然
か
ら
東
魏
へ
の
遣
使
が

継
続
し
た
（『
北
史
』
蠕
蠕
伝
）。
高
歓
は
、
邙
山
の
戦
い
で
勝
利
し
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
西
魏
を
滅
ぼ
す
事
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
、
吐
谷
渾
、
柔
然
と
の
結
束
を

一
層
強
化
す
る
事
で
西
魏
を
対
外
的
に
圧
迫
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

（
六
）
ま
と
め

こ
の
時
期
の
西
魏
を
め
ぐ
る
国
際
情
勢
を
ま
と
め
る
と
、
東
魏
が
、
梁
、
柔
然
、

吐
谷
渾
と
通
好
し
、
柔
然
・
吐
谷
渾
と
は
更
に
幾
重
に
も
婚
姻
関
係
を
結
ん
で
固

く
連
繋
し
た
上
で
西
魏
包
囲
網
を
構
築
し
、
西
魏
を
外
交
的
に
圧
倒
し
た
。
西
魏

は
こ
れ
に
対
抗
し
、
五
四
五
年
、
新
興
の
突
厥
と
通
好
を
開
始
し
て
国
際
的
孤
立

か
ら
の
脱
却
を
図
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
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第
二
章　

西
魏
の
積
極
的
対
外
拡
張

│
侯
景
の
乱
、
柔
然
の
滅
亡
、
突
厥
の
興
隆
と

　

西
魏
の
関
わ
り
（
五
四
八
年
〜
五
五
六
年
）
│

五
四
八
年
（
大
統
一
四
、
武
定
六
）、
侯
景
の
乱
が
勃
発
す
る
と
、
西
魏
は
梁

の
混
乱
を
好
機
と
見
て
出
兵
し
、
四
川
を
占
領
（
五
五
三
年
）、
梁
の
元
帝
を
殺

害
（
五
五
四
年
）
し
て
江
陵
（
湖
北
省
）
に
傀
儡
政
権
で
あ
る
後
梁
）
18
（

を
樹
立
す
る

（
五
五
五
年
）
な
ど
領
土
を
拡
張
し
た
。
侯
景
の
乱
の
時
に
こ
の
様
に
西
魏
が
勢

力
を
拡
大
し
た
事
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
同
時
期
に
北
方
で
柔
然
が
滅
亡
し
、

北
方
情
勢
に
対
し
て
西
魏
が
ど
の
様
に
対
応
し
た
か
に
つ
い
て
は
、
あ
ま
り
注
目

さ
れ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
本
章
で
は
侯
景
の
乱
が
勃
発
し
た
五
四
八
年
以
降
の
西

魏
（
〜
五
五
六
年
）
を
取
り
上
げ
、
柔
然
、
吐
谷
渾
に
対
す
る
西
魏
の
対
応
策
を
、

梁
へ
の
出
兵
や
突
厥
と
の
連
繋
と
も
関
連
さ
せ
な
が
ら
検
討
す
る
。〔
年
表
2
〕

〔
図
Ｂ
〕
も
参
照
さ
れ
た
い
。

（
一
）
北
方
情
勢
（
柔
然
の
滅
亡
と
突
厥
の
台
頭
）
と
西
魏
の
関
わ
り

（
1
）
西
魏
と
突
厥
の
通
婚
（
五
五
一
年
）

五
五
一
年
（
大
統
一
七
、
天
保
二
）、
突
厥
の
酋
長
土
門
が
西
魏
に
通
婚
を
申

し
出
た
。
こ
れ
よ
り
先
、
土
門
は
、
柔
然
を
攻
撃
し
よ
う
と
し
た
鉄
勒
を
撃
破
し
、

鉄
勒
の
民
五
万
餘
を
降
伏
さ
せ
る
と
、
柔
然
の
阿
那
瓌
に
通
婚
を
請
願
し
た
。
し

か
し
阿
那
瓌
が
土
門
を
侮
辱
し
た
の
で
土
門
は
激
怒
し
、
柔
然
の
使
者
を
殺
害
す

る
と
、
西
魏
に
通
婚
を
求
め
た
の
で
あ
っ
た
。
宇
文
泰
は
突
厥
の
求
め
に
応
じ
、

長
楽
公
主
を
土
門
に
嫁
が
せ
た
（『
周
書
』
突
厥
伝
、『
資
治
通
鑑
』
巻
一
六
四
）。

当
時
の
西
魏
は
、
侯
景
の
乱
で
混
乱
す
る
梁
に
対
し
派
兵
中
で
あ
っ
た
。
即
ち
、

五
四
九
年
（
大
統
一
五
、
武
定
七
）、
襄
陽
（
湖
北
省
）
に
拠
る
岳
陽
王
蕭
詧

（
梁
の
武
帝
の
孫
）
が
、
江
陵
（
湖
北
省
）
の
叔
父
蕭
繹
（
武
帝
の
第
七
子
、
後

の
元
帝
）
と
対
立
し
、
西
魏
に
援
軍
を
要
請
し
た
の
で
、
宇
文
泰
は
南
方
攻
略
を

期
し
て
蕭
詧
に
援
軍
を
派
遣
し
た
。
西
魏
軍
は
、
五
五
〇
年
（
大
統
一
六
、
天
保

元
）
に
は
漢
東
（
湖
北
省
）、
五
五
一
年
（
大
統
一
七
、
天
保
二
）
に
は
汝
南

（
河
南
省
）
を
各
々
奪
取
し
た
（『
周
書
』
巻
二
文
帝
紀
下
、『
資
治
通
鑑
』
巻
一

六
二
〜
巻
一
六
四
）。

こ
の
様
に
、
西
魏
は
南
方
へ
の
領
土
拡
張
に
意
欲
的
で
あ
っ
た
た
め
、
北
で
は

突
厥
と
婚
姻
を
結
ん
で
和
睦
を
強
化
し
、
突
厥
に
柔
然
を
牽
制
さ
せ
て
、
南
方
攻

略
に
専
念
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
2
）
突
厥
に
よ
る
柔
然
討
滅
（
五
五
二
年
〜
五
五
五
年
）

│
柔
然
滅
亡
に
対
す
る
西
魏
と
北
斉
の
対
応
の
違
い
│

突
厥
の
土
門
は
、
西
魏
の
長
楽
公
主
を
娶
っ
た
翌
年
の
五
五
二
年
（
廃
帝
元
、

天
保
三
）、
柔
然
を
襲
撃
し
、
阿
那
瓌
を
大
い
に
破
っ
た
。
こ
の
た
め
阿
那
瓌
は

自
殺
し
、
柔
然
は
混
乱
に
陥
り
、
阿
那
瓌
の
息
子
達
は
部
族
を
率
い
て
南
下
を
開

始
し
た
（『
北
史
』
蠕
蠕
伝
、『
周
書
』
突
厥
伝
、『
資
治
通
鑑
』
巻
一
六
四
）。

柔
然
の
亡
命
者
は
、
北
斉
と
西
魏
に
各
々
亡
命
し
た
。
北
斉
も
西
魏
も
こ
の
頃
、

毎
年
の
様
に
南
に
出
撃
し
て
い
た
た
め
、
北
方
か
ら
の
亡
命
者
に
対
す
る
対
応
策

が
、
両
国
の
命
運
を
左
右
す
る
事
に
な
っ
た
。
ま
ず
北
斉
の
対
策
を
取
り
上
げ
、

次
い
で
西
魏
の
対
応
策
を
見
る
。

北
斉
に
は
、
阿
那
瓌
の
太
子
菴
羅
辰
が
、
突
厥
か
ら
の
攻
撃
を
逃
れ
て
亡
命
し

た
（『
北
史
』
蠕
蠕
伝
、『
資
治
通
鑑
』
巻
一
六
四
）。
菴
羅
辰
は
、
妻
が
東
魏
の

蘭
陵
郡
長
公
主
で
あ
り
、
娘
の
隣
和
公
主
も
高
湛
（
高
歓
の
子
）
に
嫁
い
で
い
た

の
で
婚
家
の
北
斉
を
頼
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
五
五
三
年
（
廃
帝
二
、
天
保
四
）、

北
斉
の
文
宣
帝
は
菴
羅
辰
を
保
護
す
る
と
、
自
ら
突
厥
を
征
伐
し
、
菴
羅
辰
を
可
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汗
に
擁
立
し
て
馬
邑
川
（
山
西
省
）
に
置
き
、
食
料
・
衣
類
等
を
支
給
し
た

（『
北
斉
書
』
巻
四
文
宣
帝
紀
、『
北
史
』
蠕
蠕
伝
、『
資
治
通
鑑
』
巻
一
六
五
）。

文
宣
帝
は
、
太
子
を
擁
し
て
柔
然
の
再
興
を
図
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
だ
が
、
五
五

四
年
（
恭
帝
元
、
天
保
五
）
三
月
、
菴
羅
辰
が
北
斉
に
叛
い
た
た
め
、
文
宣
帝
は

菴
羅
辰
を
討
伐
し
た
。
こ
れ
以
後
、
北
斉
は
柔
然
の
亡
命
者
を
保
護
す
る
事
を
や

め
、
柔
然
の
餘
衆
が
五
五
四
年
四
月
、
六
月
、
五
五
五
年
（
恭
帝
二
、
天
保
六
）

七
月
に
北
辺
に
入
寇
す
る
と
、
文
宣
帝
が
自
ら
軽
騎
兵
を
率
い
て
こ
れ
を
討
伐
し

た
（『
北
斉
書
』
文
宣
帝
紀
、『
北
史
』
蠕
蠕
伝
、『
資
治
通
鑑
』
巻
一
六
五
、
巻

一
六
六
）。

尚
、
五
五
三
年
九
月
、
契
丹
が
入
寇
し
た
た
め
、
文
宣
帝
が
自
ら
こ
れ
を
撃
退

し
て
い
る
（『
北
斉
書
』
文
宣
帝
紀
、『
北
史
』
巻
九
四
契
丹
伝
、『
資
治
通
鑑
』

巻
一
六
五
）。
柔
然
の
滅
亡
後
、
突
厥
が
契
丹
を
攻
撃
し
た
た
め
（『
周
書
』
突
厥

伝
）、
契
丹
は
潰
走
し
て
南
下
し
、
北
斉
を
襲
撃
し
た
と
思
わ
れ
る
。

突
厥
、
柔
然
、
契
丹
の
襲
撃
に
よ
り
北
辺
が
混
乱
し
た
た
め
、
北
斉
は
、
五
五

二
年
と
五
五
五
年
に
長
城
を
建
設
し
、
北
辺
の
防
備
を
強
化
し
た
（『
北
斉
書
』

宣
帝
紀
、『
資
治
通
鑑
』
巻
一
六
六
）。

こ
こ
で
同
時
期
の
北
斉
（
東
魏
）
の
南
方
攻
略
を
見
る
と
、
五
四
九
年
（
大
統

一
五
、
武
定
七
）、
梁
に
出
兵
し
て
淮
南
（
淮
河
以
南
）
を
占
領
し
、
五
五
二
年

に
は
江
北
（
長
江
以
北
）
を
占
拠
し
、
五
五
三
年
に
は
水
軍
二
万
で
建
康
（
現
南

京
）
を
攻
撃
す
る
計
画
を
立
て
た
（『
資
治
通
鑑
』
巻
一
六
二
、
巻
一
六
四
、
巻

一
六
五
）。
そ
し
て
北
斉
は
五
五
五
年
、
蕭
淵
明
（
武
帝
の
甥
）
を
梁
王
に
擁
立

し
て
南
下
を
試
み
た
が
、
陳
覇
先
が
蕭
方
智
（
元
帝
の
第
九
子
）
を
敬
帝
に
推
戴

し
て
対
抗
し
た
た
め
、
北
斉
は
敗
北
し
、
撤
退
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
（『
北
斉
書
』

文
宣
帝
紀
、『
陳
書
』
巻
一
高
祖
紀
上
、『
資
治
通
鑑
』
巻
一
六
六
）。

北
斉
は
、
こ
の
様
に
主
戦
力
を
南
方
に
集
結
し
て
い
た
た
め
、
文
宣
帝
自
ら
が

幾
度
も
北
方
に
出
撃
し
、
突
厥
、
柔
然
、
契
丹
か
ら
の
攻
撃
に
応
戦
せ
ざ
る
を
得

な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
南
北
へ
の
出
兵
と
長
城
建
設
は
、
北
斉
の
国
力

を
相
当
に
疲
弊
さ
せ
る
事
に
な
っ
た
。

一
方
、
西
魏
は
柔
然
の
亡
命
者
を
一
切
保
護
せ
ず
、
討
伐
す
る
か
、
突
厥
に
引

渡
し
た
。
柔
然
の
亡
命
者
は
五
五
二
年
頃
、
阿
那
瓌
の
子
孫
を
奉
じ
て
河
右
（
陝

西
省
・
甘
粛
省
）
に
入
寇
し
、
涼
州
刺
史
の
史
寧
が
こ
れ
を
撃
破
し
た
（『
周
書
』

巻
二
八
史
寧
伝
）。
五
五
四
年
に
は
柔
然
の
乙
旃
達
官
が
広
武
（
甘
粛
省
）
に
入

寇
し
、
李
弼
が
こ
れ
を
撃
破
し
た
（『
周
書
』
巻
一
五
李
弼
伝
、『
資
治
通
鑑
』
巻

一
六
五
）。
ま
た
、
五
五
五
年
、
柔
然
の
鄧
叔
子
（
阿
那
瓌
の
叔
父
）
が
、
突
厥

の
第
三
代
可
汗
、
木
杆
可
汗
に
攻
撃
さ
れ
て
西
魏
に
亡
命
し
た
が
、
宇
文
泰
は
木

杆
可
汗
の
引
き
渡
し
要
求
に
応
じ
、
鄧
叔
子
と
三
千
の
柔
然
人
を
突
厥
の
使
者
に

引
渡
し
た
。
鄧
叔
子
達
は
、
こ
の
後
、
突
厥
に
よ
っ
て
尽
く
殺
害
さ
れ
た
（『
北

史
』
蠕
蠕
伝
、『
周
書
』
突
厥
伝
、『
資
治
通
鑑
』
巻
一
六
六
）。
西
魏
に
と
っ
て
、

突
厥
と
の
同
盟
関
係
が
如
何
に
重
要
だ
っ
た
か
が
窺
い
知
れ
る
。
突
厥
は
、
五
五

三
年
三
月
、
二
代
目
の
乙
息
記
可
汗
が
西
魏
に
遣
使
し
て
馬
五
万
匹
を
献
上
し

（『
周
書
』
突
厥
伝
）、
世
代
交
代
後
も
西
魏
と
友
好
関
係
を
維
持
し
て
い
た
。
宇

文
泰
も
突
厥
と
の
親
善
を
重
視
し
、
突
厥
に
柔
然
人
を
引
渡
し
た
の
で
あ
る
。

南
北
へ
の
両
面
作
戦
に
苦
闘
す
る
北
斉
と
は
対
照
的
に
、
西
魏
は
突
厥
と
の
親

睦
を
活
用
し
、
北
方
を
憂
慮
す
る
事
な
く
南
方
戦
線
に
兵
力
を
集
中
し
た
。
即
ち
、

西
魏
は
、
五
五
二
年
に
漢
中
（
陝
西
省
）
を
占
領
し
た
。
五
五
三
年
に
は
、
四
川

に
拠
る
武
陵
王
蕭
紀
（
武
帝
の
第
八
子
）
が
侯
景
討
伐
の
た
め
に
出
撃
し
た
隙
に
、

四
川
を
占
領
し
た
。
五
五
四
年
一
二
月
、
江
陵
を
占
領
し
て
元
帝
を
殺
害
し
、
五

五
五
年
正
月
に
は
、
江
陵
で
蕭
詧
を
宣
帝
に
推
戴
し
て
傀
儡
国
の
後
梁
を
樹
立
し
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史　　　窓

た
（『
周
書
』
巻
二
文
帝
紀
下
、
巻
二
一
尉
遲
迥
伝
、『
梁
書
』
巻
五
元
帝
紀
、
巻

五
五
武
陵
王
紀
伝
、『
資
治
通
鑑
』
巻
一
六
三
〜
巻
一
六
五
）。
以
上
の
様
に
、
西

魏
は
突
厥
と
の
親
善
も
利
用
し
つ
つ
、
着
実
に
南
方
攻
略
を
成
功
さ
せ
て
い
っ
た
。

尚
、
こ
の
頃
、
突
厥
の
木
杆
可
汗
は
西
方
で
は
囐
噠
（
エ
フ
タ
ル
）
を
破
り
、

東
方
で
は
契
丹
を
敗
走
さ
せ
、
北
で
は
契
骨
（
キ
ル
ギ
ス
）
を
併
呑
し
て
諸
国
を

威
服
せ
し
め
、
そ
の
領
地
は
、
東
は
遼
海
か
ら
西
は
西
海
に
ま
で
及
ぶ
と
称
さ
れ

た
（『
周
書
』
突
厥
伝
、『
資
治
通
鑑
』
巻
一
六
六
）。
宇
文
泰
は
、
木
杆
可
汗
と

通
婚
し
て
更
な
る
親
睦
強
化
を
試
み
る
が
、
宇
文
泰
の
死
去
（
五
五
六
年
）
に
よ

り
、
こ
の
結
婚
話
は
結
局
実
現
し
な
か
っ
た
（『
周
書
』
突
厥
伝
）。

（
二
）
西
魏
の
吐
谷
渾
攻
略

（
1
）
五
五
三
年
の
吐
谷
渾
攻
略
と
四
川
占
領
と
の
連
動
性

宇
文
泰
は
五
五
三
年
（
廃
帝
二
、
天
保
四
）、
自
ら
三
万
の
騎
兵
を
率
い
て
姑

蔵
（
甘
粛
省
）
に
進
撃
し
、
吐
谷
渾
を
攻
略
し
た
。
吐
谷
渾
の
可
汗
夸
呂
は
、
西

魏
軍
の
襲
来
に
震
駭
し
て
宇
文
泰
に
降
伏
し
、
西
魏
に
遣
使
し
方
物
を
献
上
し
た

（『
周
書
』
文
帝
紀
下
、
吐
谷
渾
伝
、『
資
治
通
鑑
』
巻
一
六
五
）。

吐
谷
渾
遠
征
が
行
わ
れ
た
同
じ
五
五
三
年
、
西
魏
は
四
川
を
占
領
し
て
い
る
。

四
川
占
領
は
西
魏
に
と
っ
て
重
要
な
軍
事
行
動
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
と
同
年
に
貴

重
な
戦
力
を
割
い
て
宇
文
泰
が
吐
谷
渾
を
遠
征
し
た
理
由
を
記
す
史
料
は
な
い
。

四
川
攻
撃
と
吐
谷
渾
遠
征
が
同
年
に
行
わ
れ
た
理
由
に
つ
い
て
、
前
島
佳
孝
氏

が
明
快
に
論
考
し
て
い
る
の
で
、
以
下
に
前
島
氏
の
考
察
を
ま
と
め
る
）
19
（

。
①
梁
の

武
陵
王
蕭
紀
は
、
一
七
年
間
の
四
川
統
治
の
間
に
吐
谷
渾
と
良
好
な
親
善
関
係
を

築
い
て
い
た
、
②
蕭
紀
は
西
魏
の
四
川
侵
攻
を
予
測
し
て
い
た
の
で
、
侯
景
討
伐

に
出
撃
す
る
に
あ
た
り
、
西
魏
を
牽
制
さ
せ
る
た
め
に
友
好
関
係
に
あ
っ
た
吐
谷

渾
に
対
し
、
西
魏
へ
の
入
寇
を
命
じ
た
の
で
は
な
い
か
、
③
宇
文
泰
は
、
蕭
紀
が

吐
谷
渾
に
西
魏
攻
撃
を
命
令
す
る
事
を
予
測
し
、
先
手
を
打
っ
て
吐
谷
渾
を
攻
撃

し
た
の
で
は
な
い
か
。
以
上
が
前
島
氏
の
論
考
の
要
点
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
非
常

に
妥
当
な
推
察
で
あ
り
、
筆
者
も
氏
の
論
説
に
賛
同
す
る
。

尚
、
宇
文
泰
は
騎
兵
三
万
を
率
い
て
出
撃
し
て
い
る
が
、
機
動
性
の
高
い
騎
兵

を
使
う
事
に
よ
り
、
即
戦
即
決
で
吐
谷
渾
の
機
先
を
制
す
る
事
が
で
き
た
と
思
わ

れ
る
。
五
五
三
年
に
西
魏
が
行
っ
た
四
川
攻
撃
と
吐
谷
渾
攻
撃
は
、
連
動
し
た
軍

事
行
動
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
西
魏
に
と
っ
て
、
四
川
占
領
は
吐
谷
渾

と
梁
の
連
繋
を
遮
断
す
る
と
い
う
外
交
上
の
意
義
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

（
2
）
西
魏
・
突
厥
連
合
軍
に
よ
る
吐
谷
渾
攻
撃
（
五
五
五
年
頃
）

吐
谷
渾
の
夸
呂
は
し
か
し
、
西
魏
に
降
伏
し
た
後
も
北
斉
と
の
通
好
を
継
続
し

た
た
め
、
五
五
三
年
、
涼
州
刺
史
の
史
寧
は
、
北
斉
か
ら
帰
還
中
で
あ
っ
た
吐
谷

渾
の
使
節
団
を
涼
州
（
甘
粛
省
）
の
西
赤
泉
で
襲
撃
し
、
僕
射
の
乞
伏
觸
扳
、
将

軍
の
翟
潘
密
、
商
胡
（
ソ
グ
ド
商
人
）
二
四
〇
人
、
駄
馬
・
ラ
バ
六
百
頭
、
数
万

の
絹
等
を
奪
取
し
た
（『
周
書
』
巻
二
八
史
寧
伝
、
吐
谷
渾
伝
、『
資
治
通
鑑
』
巻

一
六
五
）。

こ
の
後
、
西
魏
は
五
五
五
年
（
恭
帝
二
、
天
保
六
）
頃
）
20
（

、
突
厥
と
連
合
し
、
青

海
に
あ
る
吐
谷
渾
の
二
つ
の
居
城
（
樹
敦
と
賀
正
）
を
襲
撃
し
て
多
く
の
財
宝
を

獲
得
し
、
夸
呂
の
妻
子
や
吐
谷
渾
の
男
女
を
捕
虜
と
す
る
な
ど
の
戦
果
を
挙
げ
た

（『
周
書
』
史
寧
伝
、
吐
谷
渾
伝
、『
資
治
通
鑑
』
巻
一
六
六
）。
突
厥
は
、
吐
谷
渾

が
掌
握
し
て
い
た
東
西
交
易
中
継
の
利
益
を
奪
取
す
る
た
め
）
21
（

、
反
吐
谷
渾
で
利
害

の
一
致
す
る
西
魏
と
連
合
し
、
吐
谷
渾
を
攻
撃
し
た
の
で
あ
る
。

（
三
）
ま
と
め

こ
こ
で
、
西
魏
と
北
斉
の
対
外
政
策
の
違
い
に
つ
い
て
ま
と
め
て
お
く
。

侯
景
の
乱
が
勃
発
し
た
時
期
、
南
で
は
梁
が
滅
亡
し
て
陳
が
誕
生
し
た
が
、
北
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で
も
柔
然
が
滅
亡
し
て
突
厥
が
台
頭
し
た
。
北
と
南
で
同
時
期
に
起
こ
っ
た
政
権

交
代
、
国
際
情
勢
の
激
変
に
対
し
て
、
西
魏
は
対
外
拡
張
に
成
功
し
、
北
斉
は
失

敗
し
た
。
そ
れ
は
何
故
か
。
疑
問
を
解
く
鍵
は
、
北
方
情
勢
へ
の
両
国
の
対
応
の

違
い
に
あ
る
、
と
筆
者
は
考
え
る
。
柔
然
の
滅
亡
時
、
王
族
を
は
じ
め
と
す
る
亡

命
者
が
大
挙
し
て
南
下
し
た
が
、
こ
れ
に
対
し
、
西
魏
は
突
厥
を
支
持
し
て
柔
然

の
亡
命
者
を
撃
滅
し
た
が
、
北
斉
は
柔
然
の
王
族
を
擁
立
し
て
突
厥
に
対
抗
し
た
。

そ
の
結
果
、
北
斉
は
突
厥
の
攻
撃
を
受
け
る
事
に
な
っ
た
。
柔
然
の
王
族
も
、
そ

の
後
、
叛
い
た
た
め
、
北
斉
は
柔
然
、
突
厥
、
契
丹
と
戦
う
羽
目
に
な
っ
た
。
北

斉
は
南
方
の
み
な
ら
ず
北
方
に
も
派
兵
を
強
い
ら
れ
た
上
に
、
北
辺
の
防
備
強
化

の
た
め
の
長
城
建
設
も
必
要
と
な
り
、
大
土
木
事
業
に
も
国
力
を
割
か
ね
ば
な
ら

な
く
な
っ
た
。
こ
の
た
め
北
斉
は
疲
弊
し
た
。
南
北
へ
の
両
面
作
戦
を
取
っ
た
事

が
、
北
斉
が
失
敗
し
た
理
由
で
あ
る
と
、
筆
者
は
考
え
る
。

一
方
、
西
魏
は
、
東
魏
・
北
斉
よ
り
も
劣
勢
だ
っ
た
が
故
に
的
を
絞
っ
た
対
外

政
策
を
実
行
し
た
。
西
魏
に
は
、
東
魏
・
北
斉
の
形
成
し
た
包
囲
網
を
打
破
す
る

事
が
重
要
課
題
だ
っ
た
た
め
、
東
魏
・
北
斉
と
連
繋
す
る
梁
、
柔
然
、
吐
谷
渾
に

照
準
を
定
め
た
の
で
あ
る
。
四
川
占
領
に
よ
り
吐
谷
渾
と
梁
の
連
繋
を
遮
断
し
、

柔
然
の
滅
亡
に
よ
っ
て
吐
谷
渾
と
北
斉
の
連
絡
も
遮
断
し
た
。
そ
の
際
、
重
要
な

同
盟
者
と
な
っ
た
の
が
突
厥
で
あ
り
、
西
魏
は
利
害
の
一
致
す
る
突
厥
と
連
繋
し

て
柔
然
と
吐
谷
渾
を
攻
略
し
、
北
方
と
西
方
の
脅
威
を
取
り
除
き
な
が
ら
、
梁
へ

の
侵
攻
も
成
功
さ
せ
て
南
方
に
領
域
を
拡
張
し
た
の
で
あ
る
。

第
三
章　

北
斉
滅
亡
前
後
の
北
周
の
対
外
政
策

│
北
周
・
北
斉
・
突
厥
・
陳
の
合
従
連
衡

　
（
五
五
七
年
〜
五
八
〇
年
）
│

建
国
当
初
の
北
周
は
、
突
厥
と
連
合
し
て
北
斉
を
攻
撃
し
た
が
、
突
厥
が
北
斉

と
も
通
好
し
、
北
周
と
北
斉
の
牽
制
を
画
策
し
た
た
め
、
突
厥
と
の
連
繋
に
よ
る

北
斉
攻
略
は
困
難
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
北
周
は
陳
と
連
繋
し
、
北
斉
を
攻
略
す
る
。

こ
の
時
代
、
突
厥
が
北
周
と
北
斉
の
対
立
を
巧
み
に
利
用
し
て
勢
力
拡
張
し
た
点

は
比
較
的
有
名
で
あ
る
が
、
北
周
と
陳
と
の
連
繋
、
そ
の
重
要
性
に
つ
い
て
は
、

あ
ま
り
注
目
さ
れ
て
い
な
い
。
本
章
で
は
南
北
に
対
す
る
北
周
の
外
交
戦
略
を
俯

瞰
し
、
北
斉
滅
亡
前
後
の
北
周
、
北
斉
、
突
厥
、
陳
の
離
合
集
散
に
つ
い
て
考
察

す
る
。〔
年
表
3
〕〔
図
Ｃ
〕
も
参
照
さ
れ
た
い
。

（
一
）
北
周
と
突
厥
の
外
交

（
1
）
北
周
・
突
厥
連
合
軍
に
よ
る
北
斉
攻
撃
と
そ
の
失
敗
（
五
六
三
〜
五
六

四
年
）

宇
文
泰
が
突
厥
と
親
善
関
係
を
樹
立
し
て
以
来
、
西
魏
は
突
厥
と
連
繋
す
る
事

で
東
魏
・
北
斉
に
対
抗
し
た
。
北
周
の
武
帝
も
父
の
外
交
政
策
を
継
承
し
、
木
杆

可
汗
の
娘
を
妃
に
迎
え
て
突
厥
と
の
連
繋
強
化
を
図
っ
た
が
、
北
斉
も
可
汗
に
莫

大
な
贈
物
を
し
て
通
婚
を
求
め
た
た
め
、
可
汗
も
北
斉
と
の
通
婚
に
乗
り
気
に

な
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
北
周
は
粘
り
強
く
可
汗
を
説
得
し
、
可
汗
に
辛
う
じ
て

北
周
と
の
通
婚
を
決
断
さ
せ
た
（『
周
書
』『
北
史
』
突
厥
伝
）。
北
斉
が
突
厥
と

の
連
繋
を
画
策
し
た
事
、
突
厥
が
北
斉
と
の
通
好
も
視
野
に
入
れ
始
め
た
事
は
、

北
周
に
と
っ
て
は
憂
慮
す
べ
き
事
態
で
あ
っ
た
。
木
杆
可
汗
も
北
周
に
対
し
、
結

婚
の
条
件
に
「
東
賊
（
北
斉
）
の
平
定
」（『
周
書
』
巻
三
三
楊
荐
伝
、『
資
治
通
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鑑
』
巻
一
六
九
）
を
掲
げ
た
た
め
、
北
周
に
は
北
斉
攻
撃
を
成
功
さ
せ
る
必
要
が

あ
っ
た
。

北
周
・
突
厥
連
合
軍
に
よ
る
北
斉
攻
撃
は
、
五
六
三
（
保
定
三
、
河
清
二
）
〜

五
六
四
年
（
保
定
四
、
河
清
三
）、
二
度
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
た
。
ま
ず
、
五
六

三
年
九
月
か
ら
五
六
四
年
正
月
に
行
わ
れ
た
最
初
の
北
斉
征
伐
で
は
、
開
戦
当
初
、

北
周
軍
が
北
斉
の
二
十
餘
城
を
攻
略
し
て
善
戦
し
、
突
厥
の
木
杆
可
汗
、
地
頭
可

汗
、
歩
離
可
汗
も
十
万
騎
を
率
い
て
来
援
し
て
勢
い
づ
い
た
も
の
の
、
晋
陽
（
山

西
省
）
の
攻
略
に
苦
戦
し
、
戦
局
は
北
周
・
突
厥
連
合
軍
の
大
敗
に
終
わ
っ
た

（『
周
書
』
巻
一
九
楊
忠
伝
、
達
奚
武
伝
、『
北
斉
書
』
巻
七
武
成
帝
紀
、『
資
治
通

鑑
』
巻
一
六
九
）。
次
い
で
五
六
四
年
十
月
、
北
周
・
突
厥
連
合
に
よ
る
二
度
目

の
北
斉
攻
撃
が
始
ま
っ
た
。
た
だ
戦
い
の
直
前
、
北
斉
が
捕
虜
に
し
て
い
た
北
周

の
皇
族
（
宰
相
宇
文
護
の
母
ら
）
を
北
周
に
帰
国
さ
せ
て
和
睦
を
試
み
て
い
る
。

こ
の
た
め
、
北
周
の
実
力
者
宇
文
護
は
北
斉
遠
征
を
躊
躇
し
た
が
、
約
束
を
違
え

た
場
合
の
突
厥
の
報
復
を
恐
れ
、
北
斉
に
侵
攻
し
た
。
北
周
軍
は
洛
陽
等
を
攻
撃

し
た
が
、
北
斉
の
猛
烈
な
反
撃
を
受
け
、
敗
退
し
た
（『
周
書
』
巻
一
一
晋
蕩
公

護
伝
、『
北
斉
書
』
武
成
帝
紀
、『
資
治
通
鑑
』
巻
一
六
九
）。
突
厥
軍
も
、
北
周

の
敗
退
を
知
る
と
撤
退
し
た
（『
周
書
』
突
厥
伝
）。

以
上
の
様
に
、
五
六
三
〜
五
六
四
年
に
行
わ
れ
た
北
周
・
突
厥
連
合
に
よ
る
二

度
の
北
斉
攻
撃
は
失
敗
し
た
が
、
北
周
は
西
方
で
は
戦
果
を
挙
げ
、
五
六
四
年
、

宕
昌
を
滅
ぼ
し
、
そ
の
故
地
に
宕
州
を
設
置
し
た
。
宕
昌
が
吐
谷
渾
と
連
合
し
て

西
北
辺
を
襲
撃
し
た
た
め
、
北
周
は
反
撃
し
た
の
で
あ
っ
た
（『
周
書
』
巻
二
七

田
弘
伝
、
巻
四
九
宕
昌
伝
、『
資
治
通
鑑
』
巻
一
六
九
）。
吐
谷
渾
は
、
柔
然
、
梁

に
次
い
で
宕
昌
の
支
援
も
失
い
、
更
に
孤
立
し
た
。
吐
谷
渾
攻
略
に
関
し
て
は
、

北
周
は
成
功
を
収
め
て
い
た
の
で
あ
る
。

（
2
）
突
厥
に
よ
る
北
周
・
北
斉
の
牽
制
政
策

五
六
五
年
（
保
定
五
、
天
統
元
）
二
月
、
北
周
の
武
帝
は
使
者
を
突
厥
に
派
遣

し
、
木
杆
可
汗
の
娘
を
妃
と
し
て
迎
え
よ
う
と
し
た
（『
周
書
』
巻
五
武
帝
紀
上
、

突
厥
伝
、『
資
治
通
鑑
』
巻
一
六
九
）。
五
六
三
年
〜
五
六
四
年
に
行
っ
た
北
周
・

突
厥
連
合
に
よ
る
二
度
の
北
斉
征
伐
が
失
敗
し
た
の
で
、
武
帝
は
早
急
に
結
婚
話

を
進
め
、
突
厥
と
の
連
繋
を
強
化
す
べ
き
と
考
え
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
こ
の

時
、
北
斉
も
木
杆
可
汗
に
通
婚
を
求
め
、
可
汗
も
北
斉
と
の
通
婚
に
心
を
動
か
し

て
北
周
の
使
節
団
を
拘
留
し
た
。
更
に
、
可
汗
は
五
六
五
年
五
月
、
北
斉
に
遣
使

し
、
通
好
を
開
始
し
た
（『
周
書
』
突
厥
伝
、『
資
治
通
鑑
』
巻
一
六
九
）。
木
杆

可
汗
は
、
二
度
の
北
斉
遠
征
が
失
敗
し
た
た
め
北
周
に
愛
想
を
尽
か
し
、
且
つ
外

交
を
一
極
集
中
に
賭
け
る
の
は
得
策
で
は
な
い
と
判
断
し
て
北
斉
と
の
連
繋
を
試

み
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
北
周
の
使
節
団
は
懸
命
に
可
汗
を
説
得
し
た
。

大
雷
風
が
天
幕
を
破
壊
す
る
と
い
っ
た
天
文
現
象
も
起
こ
っ
た
た
め
、
可
汗
は
天

意
を
恐
れ
、
結
局
北
周
と
の
通
婚
を
決
断
し
た
。
五
六
八
年
（
天
和
三
、
天
統

四
）
三
月
、
可
汗
の
娘
が
北
周
に
嫁
ぎ
、
武
帝
は
突
厥
と
の
親
睦
を
尊
重
し
、
こ

れ
を
皇
后
（
阿
史
那
皇
后
）
と
し
た
（『
周
書
』
武
帝
紀
上
、
巻
九
阿
史
那
皇
后

伝
、
突
厥
伝
）。

し
か
し
、
五
七
二
年
（
建
徳
元
、
武
平
三
）、
木
杆
可
汗
が
死
去
し
、
弟
の
佗

鉢
可
汗
が
即
位
す
る
と
（『
資
治
通
鑑
』
巻
一
七
一
）、
五
七
三
年
（
建
徳
二
、
武

平
四
）、
佗
鉢
可
汗
は
北
斉
に
遣
使
し
て
通
婚
を
申
し
出
（『
北
斉
書
』
巻
八
後
主

紀
、『
資
治
通
鑑
』
巻
一
七
一
）、
北
斉
と
の
親
善
強
化
を
図
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
、

北
周
は
突
厥
に
毎
年
繒
絮
錦
綵
十
万
段
を
贈
り
、
長
安
在
住
の
突
厥
人
に
も
衣
服

や
食
料
を
供
給
し
て
厚
遇
し
、
突
厥
と
の
連
繋
維
持
に
努
め
た
が
、
北
斉
も
ま
た

突
厥
に
多
大
な
贈
物
を
し
て
親
睦
強
化
を
図
っ
た
た
め
（『
周
書
』
突
厥
伝
）、
佗
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鉢
可
汗
は
北
周
と
北
斉
を
互
い
に
牽
制
さ
せ
て
利
益
を
貪
っ
た
。
こ
の
た
め
、
北

周
は
以
前
の
様
に
突
厥
と
の
連
繋
で
北
斉
を
圧
迫
す
る
事
が
難
し
く
な
っ
た
。

（
二
）
北
周
・
陳
連
合
に
よ
る
北
斉
攻
略

北
周
は
五
六
九
年
（
天
和
四
、
天
統
五
）
〜
五
七
二
年
（
建
徳
元
、
武
平
三
）、

陳
と
和
睦
交
渉
を
行
っ
た
。

北
周
は
、
こ
れ
よ
り
先
の
五
六
七
年
（
天
和
二
、
天
統
三
）、
湘
州
刺
史
の
華

皎
が
陳
に
叛
旗
を
翻
し
た
時
、
後
梁
と
共
に
華
皎
に
援
軍
を
派
遣
し
て
陳
を
攻
撃

し
た
が
、
五
六
七
年
九
月
、
陳
軍
に
敗
北
し
た
。
勝
利
し
た
陳
軍
は
五
六
八
年

（
天
和
三
、
天
統
四
）
三
月
、
後
梁
の
都
江
陵
を
包
囲
し
た
が
、
陥
落
さ
せ
る
事

が
で
き
ず
に
撤
退
し
た
（『
資
治
通
鑑
』
巻
一
七
〇
）。
北
周
と
陳
は
、
華
皎
の
乱

（
五
六
七
年
）
の
後
、
一
旦
通
好
が
途
絶
え
た
が
、
五
六
九
年
、
北
周
が
陳
に
使

者
を
派
遣
し
て
旧
好
の
修
復
を
請
願
し
た
（『
周
書
』
巻
三
九
杜
杲
伝
、『
資
治
通

鑑
』
巻
一
七
〇
）。
北
周
は
、
五
六
九
年
九
月
よ
り
北
斉
の
要
衝
宜
陽
（
河
南
省
）

を
包
囲
し
て
い
た
。
ま
た
、
突
厥
が
五
六
五
年
よ
り
北
斉
と
通
好
を
開
始
し
た
た

め
、
北
周
と
突
厥
の
親
睦
に
も
影
が
差
し
て
い
た
。
以
上
の
理
由
か
ら
、
北
周
は

陳
と
の
関
係
改
善
を
図
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

一
方
の
陳
も
、
北
斉
が
五
七
〇
年
（
天
和
五
、
武
平
元
）
に
梁
の
永
嘉
王
蕭
荘

（
元
帝
の
孫
）
を
梁
王
に
推
戴
し
、
援
軍
も
派
遣
し
て
梁
朝
復
興
を
支
持
し
た
た

め
、
北
斉
と
対
立
し
て
い
た
（『
北
斉
書
』
後
主
紀
、『
南
史
』
巻
五
四
蕭
荘
伝
、

『
資
治
通
鑑
』
巻
一
七
〇
）。
陳
は
北
斉
と
の
和
睦
を
模
索
し
、
五
七
一
年
（
天
和

六
、
武
平
二
）
四
月
、
北
斉
に
遣
使
し
、
連
合
し
て
北
周
を
討
伐
し
よ
う
と
誘
っ

た
が
、
北
斉
は
陳
の
提
案
を
拒
絶
し
た
（『
北
斉
書
』
後
主
紀
）。
こ
の
た
め
陳
は

北
周
と
の
和
睦
を
決
意
し
、
五
七
二
年
、
北
周
と
使
節
を
交
換
し
あ
っ
て
和
睦
交

渉
を
行
っ
た
の
で
あ
る
（『
周
書
』
杜
杲
伝
、『
資
治
通
鑑
』
巻
一
七
一
）。

北
周
と
陳
は
幾
度
か
使
節
を
交
換
し
あ
う
と
、
連
合
し
て
北
斉
を
攻
略
す
る
事

を
画
策
し
た
（『
周
書
』
杜
杲
伝
、『
資
治
通
鑑
』
巻
一
七
一
）。
そ
し
て
陳
は
五

七
三
年
（
建
徳
二
、
武
平
四
）、
北
斉
を
攻
撃
し
、
寿
陽
（
安
徽
省
）
に
お
い
て
、

蕭
荘
の
後
見
人
で
あ
っ
た
王
琳
を
撃
破
し
、
北
斉
が
領
有
し
て
い
た
淮
南
を
奪
還

し
た
（『
陳
書
』
巻
五
宣
帝
紀
、
巻
九
呉
明
徹
伝
）。
こ
れ
に
よ
り
北
斉
が
推
進
し

て
い
た
梁
朝
再
興
運
動
は
頓
挫
し
、
淮
南
も
陳
に
奪
わ
れ
て
、
北
斉
は
領
土
も
喪

失
し
た
。

（
三
）
北
斉
の
滅
亡
と
突
厥
に
よ
る
北
斉
亡
命
政
権
の
樹
立

北
周
の
武
帝
は
、
五
七
五
年
（
建
徳
四
、
武
平
六
）
七
月
と
五
七
六
年
（
建
徳

五
、
隆
化
元
）
十
月
に
北
斉
に
親
征
し
た
（『
周
書
』
武
帝
紀
下
）。
陳
も
ま
た
、

五
七
四
年
五
月
に
淮
北
を
攻
め
、
五
七
五
年
閏
九
月
に
は
呂
梁
（
江
蘇
省
）
を
攻

撃
し
て
北
斉
軍
を
撃
破
し
た
（『
北
斉
書
』
後
主
紀
、『
陳
書
』
宣
帝
紀
、『
資
治

通
鑑
』
巻
一
七
二
）。

北
周
は
、
陳
の
援
護
も
幸
い
し
て
晋
陽
等
の
主
要
都
市
を
占
領
す
る
と
、
五
七

七
年
（
建
徳
六
、
承
光
元
）
正
月
、
北
斉
の
都
鄴
を
包
囲
し
た
。
北
斉
の
後
主
は
、

援
軍
要
請
の
使
者
を
突
厥
の
佗
鉢
可
汗
に
派
遣
し
た
が
、
鄴
は
北
周
軍
に
よ
っ
て

攻
め
落
と
さ
れ
、
北
斉
は
滅
亡
し
た
（『
周
書
』
武
帝
紀
下
、『
北
斉
書
』
後
主
紀
、

『
資
治
通
鑑
』
巻
一
七
三
）。
そ
こ
で
、
北
斉
の
范
陽
王
高
紹
義
（
文
宣
帝
の
子
で

定
州
（
河
北
省
）
の
刺
史
）
は
五
七
七
年
二
月
、
突
厥
に
亡
命
し
て
北
周
へ
の
抗

戦
を
続
け
、
北
斉
の
皇
族
で
営
州
（
遼
寧
省
）
の
刺
史
で
あ
っ
た
高
宝
寧
も
北
周

に
抗
戦
し
た
。
佗
鉢
可
汗
は
高
紹
義
を
北
斉
皇
帝
に
擁
立
し
、
高
宝
寧
を
宰
相
と

な
し
て
北
斉
の
亡
命
政
権
を
樹
立
し
（『
周
書
』
武
帝
紀
下
、
突
厥
伝
、『
北
斉

書
』
巻
一
二
范
陽
王
紹
義
伝
、『
資
治
通
鑑
』
巻
一
七
三
）、
北
周
の
牽
制
を
図
っ

た
）
22
（

。
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（
四
）
陳
の
北
周
攻
撃
と
、
そ
の
失
敗

陳
は
、
北
斉
の
滅
亡
を
知
る
と
徐
州
（
江
蘇
省
）
に
進
撃
し
、
五
七
七
年
十
月
、

呂
梁
を
包
囲
し
た
。
陳
は
、
華
北
を
統
一
し
た
北
周
に
脅
威
を
感
じ
た
の
で
あ
ろ

う
。
し
か
し
北
周
は
こ
れ
に
反
撃
し
、
五
七
八
年
（
宣
政
元
）
二
月
、
陳
軍
を
撃

破
し
た
（『
周
書
』
武
帝
紀
下
、『
陳
書
』
宣
帝
紀
、
巻
九
呉
明
徹
伝
、『
資
治
通

鑑
』
巻
一
七
三
）。
こ
れ
以
降
、
陳
は
守
り
に
転
じ
、
五
七
八
年
三
月
、
北
周
と

の
境
界
線
と
な
る
寿
陽
等
の
防
備
を
強
化
し
、
北
周
の
襲
来
に
備
え
た
（『
陳
書
』

宣
帝
紀
、『
資
治
通
鑑
』
巻
一
七
三
）。

（
五
）
北
斉
の
滅
亡
後
、
突
厥
に
よ
る
北
周
攻
撃

突
厥
は
五
七
八
年
四
月
、
幽
州
に
入
寇
し
、
吏
民
を
殺
害
・
略
奪
し
た
。
こ
れ

に
対
し
、
五
月
、
北
周
の
武
帝
は
自
ら
諸
軍
を
率
い
て
突
厥
討
伐
に
出
撃
し
た

（『
周
書
』
武
帝
紀
下
）。
陳
を
撃
破
し
て
南
の
憂
い
も
除
い
た
の
で
、
武
帝
は
北

の
突
厥
を
撃
破
し
よ
う
と
自
ら
出
陣
し
た
の
で
あ
る
。
だ
が
、
武
帝
は
北
伐
の
途

上
で
病
を
得
、
六
月
に
崩
御
し
た
（『
周
書
』
武
帝
紀
下
、『
資
治
通
鑑
』
巻
一
七

三
）。北

斉
の
高
紹
義
は
、
武
帝
の
崩
御
を
知
る
と
北
周
攻
撃
の
好
機
と
判
断
し
、
范

陽
（
河
北
省
）
で
勃
発
し
た
盧
昌
期
の
乱
に
乗
じ
、
突
厥
軍
を
率
い
て
薊
城
（
河

北
省
）
を
襲
撃
し
た
。
高
宝
寧
も
蕃
漢
の
騎
兵
数
万
を
率
い
て
襲
来
し
、
高
紹
義

と
の
連
繋
を
図
っ
た
が
、
北
周
が
盧
昌
期
を
撃
破
す
る
と
高
紹
義
の
目
論
見
は
頓

挫
し
、
高
紹
義
は
突
厥
、
高
宝
寧
は
営
州
（
遼
寧
省
）
に
各
々
撤
兵
し
、
北
斉
亡

命
政
権
に
よ
る
北
周
攻
撃
は
失
敗
に
終
わ
っ
た
（『
北
斉
書
』
范
陽
王
紹
義
伝
、

『
資
治
通
鑑
』
巻
一
七
三
）。

こ
の
後
、
突
厥
は
五
七
八
年
一
一
月
に
酒
泉
（
甘
粛
省
）
を
大
々
的
に
襲
撃
し

た
（『
資
治
通
鑑
』
巻
一
七
三
）。
こ
の
た
め
北
周
の
新
帝
宣
帝
は
、
突
厥
と
の
和

睦
と
高
紹
義
の
北
斉
亡
命
政
権
の
解
体
を
期
し
、
五
七
九
年
（
大
象
元
）
二
月
、

佗
鉢
可
汗
に
対
し
て
、
北
周
は
趙
王
招
（
宇
文
泰
の
息
子
）
の
娘
千
金
公
主
を
可

汗
に
降
嫁
さ
せ
る
事
、
突
厥
は
高
紹
義
を
北
周
に
引
き
渡
す
事
を
提
案
し
た
。
だ

が
、
可
汗
が
高
紹
義
の
引
渡
し
を
拒
絶
し
た
た
め
和
睦
交
渉
は
決
裂
し
た
（『
周

書
』
突
厥
伝
、『
資
治
通
鑑
』
巻
一
七
三
）。
突
厥
は
五
七
九
年
六
月
、
幷
州
（
山

西
省
）
を
襲
撃
し
、
北
周
は
、
北
斉
時
代
の
長
城
を
修
復
し
て
突
厥
の
襲
来
に
備

え
た
（『
周
書
』
突
厥
伝
、『
資
治
通
鑑
』
巻
一
七
三
）。

北
周
は
、
こ
の
様
に
突
厥
の
侵
攻
に
苦
戦
し
た
が
、
陳
と
の
戦
い
で
は
善
戦
し
、

五
七
九
年
一
二
月
に
は
淮
南
を
尽
く
占
領
し
（『
陳
書
』
宣
帝
紀
）、
南
朝
に
対
す

る
優
位
を
確
立
し
た
。

し
か
し
、
宣
帝
が
短
命
で
死
去
し
（
五
八
〇
年
）、
幼
い
静
帝
が
後
に
遺
さ
れ

る
と
、
外
戚
の
楊
堅
が
実
権
を
掌
握
し
、
北
周
か
ら
の
禅
譲
を
画
策
し
た
。
楊
堅

は
新
王
朝
を
樹
立
す
る
に
あ
た
っ
て
北
周
の
対
外
政
策
も
継
承
す
る
が
、
突
厥
問

題
、
北
斉
亡
命
政
権
の
問
題
を
解
決
す
る
事
が
焦
眉
の
急
と
な
っ
た
。

（
六
）
ま
と
め

北
周
は
、
当
初
は
北
方
の
突
厥
と
結
ん
で
北
斉
を
攻
撃
し
た
が
、
突
厥
と
の
連

繋
が
困
難
に
な
る
と
、
今
度
は
南
方
の
陳
と
結
ん
で
北
斉
を
攻
略
し
た
。
陳
は
当

初
、
北
斉
と
和
睦
し
て
北
周
を
攻
略
し
よ
う
と
し
た
が
、
北
斉
が
梁
朝
再
興
を
名

目
に
陳
に
侵
攻
し
た
た
め
、
北
周
を
同
盟
者
に
選
ん
だ
。
北
周
は
、
突
厥
と
の
連

繋
が
不
調
に
な
っ
た
後
も
、
北
斉
と
陳
の
対
立
に
乗
じ
、
外
交
も
う
ま
く
活
用
す

る
事
で
北
斉
を
滅
ぼ
し
た
。
北
周
は
そ
の
後
、
臣
下
の
楊
堅
に
国
を
奪
わ
れ
る
が
、

西
魏
・
北
周
時
代
に
培
わ
れ
た
外
交
経
験
は
楊
堅
に
受
け
継
が
れ
、
建
国
前
後
の

隋
は
、
外
交
も
重
視
し
て
内
憂
外
患
に
対
応
し
て
い
く
。
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お
わ
り
に
│
西
魏
・
北
周
時
代
の
外
交
の
隋
へ
の
影
響
│

最
後
に
西
魏
・
北
周
の
対
外
政
策
を
総
括
し
、
隋
へ
の
影
響
に
つ
い
て
ふ
れ
て

お
く
。

建
国
期
、
東
魏
の
方
が
外
交
戦
略
に
長
じ
、
西
魏
を
国
際
的
に
孤
立
さ
せ
て
圧

迫
し
た
。
西
魏
は
悪
状
況
を
打
破
す
る
た
め
に
突
厥
と
連
繋
し
、
侯
景
の
乱
や
柔

然
の
滅
亡
と
い
っ
た
南
北
の
混
乱
に
巧
み
に
乗
じ
て
勢
力
を
拡
大
し
、
北
斉
よ
り

も
優
勢
に
立
つ
よ
う
に
な
っ
た
。
北
周
に
政
権
交
代
し
た
後
も
、
突
厥
や
陳
と
連

繋
す
る
事
で
北
斉
を
攻
略
し
た
。
一
方
の
東
魏
・
北
斉
は
、
高
歓
の
時
代
に
は
優

れ
た
外
交
戦
略
で
西
魏
を
包
囲
し
追
い
詰
め
た
が
、
高
歓
の
後
継
者
達
は
大
局
的

な
外
交
構
想
を
持
た
ず
、
侯
景
の
乱
の
折
に
は
二
正
面
作
戦
で
自
国
を
疲
弊
さ
せ
、

そ
の
後
も
梁
朝
再
興
に
固
執
し
て
陳
と
和
睦
す
る
機
会
を
逸
し
、
遂
に
は
陳
と
連

繋
し
た
北
周
に
滅
ぼ
さ
れ
た
。
こ
の
様
に
、
外
交
戦
略
は
両
国
の
興
亡
の
明
暗
を

分
け
る
重
要
な
要
素
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。

周
隋
革
命
時
の
楊
堅
の
対
外
政
策
に
つ
い
て
は
、
平
田
陽
一
郎
氏
の
優
れ
た
研

究
が
あ
る
）
23
（

。
ま
ず
平
田
氏
の
研
究
成
果
を
主
と
し
て
紹
介
し
な
が
ら
隋
建
国
前
後

の
楊
堅
の
外
交
政
策
を
ま
と
め
、
次
い
で
隋
の
対
外
政
策
に
つ
い
て
西
魏
・
北
周

の
影
響
も
踏
ま
え
な
が
ら
筆
者
の
考
え
を
述
べ
た
い
と
思
う
。

北
周
か
ら
の
禅
譲
を
も
く
ろ
む
楊
堅
に
対
し
て
は
、
尉
遲
迥
（
宇
文
泰
の
甥
）、

北
周
宗
室
の
諸
王
等
が
反
発
し
た
。
外
に
は
突
厥
と
い
う
難
敵
も
お
り
、
楊
堅
は

内
外
の
憂
患
に
直
面
し
た
。
事
実
、
尉
遲
迥
は
楊
堅
に
対
し
て
叛
旗
を
翻
す
と
、

北
で
は
高
宝
寧
と
連
合
し
て
突
厥
と
通
謀
し
、
南
の
陳
に
対
し
て
は
江
淮
の
譲
渡

を
条
件
に
支
援
を
求
め
た
（『
周
書
』
巻
二
一
尉
遲
迥
伝
）。
ま
た
後
梁
で
は
、
尉

遲
迥
に
呼
応
し
て
蜂
起
し
、
北
周
か
ら
独
立
す
べ
き
だ
と
の
意
見
が
政
府
内
か
ら

出
た
（『
周
書
』
巻
四
八
蕭
巋
伝
、『
資
治
通
鑑
』
巻
一
七
四
）。
楊
堅
は
、
反
対

勢
力
（
北
周
の
諸
王
、
尉
遲
迥
、
突
厥
、
北
斉
亡
命
政
権
、
陳
、
後
梁
）
の
連
繋

を
阻
止
す
る
た
め
に
、
外
交
的
な
対
策
と
し
て
、
北
周
の
宣
帝
が
計
画
し
た
千
金

公
主
の
突
厥
へ
の
降
嫁
話
を
進
め
、
突
厥
と
和
睦
す
る
と
同
時
に
、
公
主
の
降
嫁

を
名
目
に
北
周
の
諸
王
を
長
安
に
呼
び
寄
せ
誅
殺
し
た
（『
隋
書
』
巻
一
高
祖
紀
、

『
資
治
通
鑑
』
巻
一
七
四
）。
そ
の
後
、
楊
堅
の
説
得
に
応
じ
て
佗
鉢
可
汗
が
高
紹

義
を
引
き
渡
し
た
た
め
、
北
斉
亡
命
政
権
は
崩
壊
し
た
。
楊
堅
は
尉
遲
迥
に
対
し

て
軍
勢
を
派
遣
し
、
こ
れ
を
撃
破
し
た
。
陳
は
結
局
派
兵
せ
ず
、
後
梁
も
政
府
の

大
勢
が
楊
堅
の
優
位
を
信
じ
て
尉
遲
迥
に
呼
応
し
な
か
っ
た
た
め
（『
資
治
通
鑑
』

巻
一
七
四
）、
尉
遲
迥
の
乱
は
拡
大
せ
ず
に
終
息
し
た
。
高
宝
寧
も
突
厥
の
支
援

を
得
る
事
な
く
、
五
八
三
年
（
開
皇
三
）、
部
下
に
殺
害
さ
れ
た
（『
資
治
通
鑑
』

巻
一
七
五
）。
以
上
が
、
平
田
氏
の
論
考
に
基
づ
い
た
周
隋
革
命
時
の
国
際
情
勢

で
あ
り
、
楊
堅
は
外
交
も
巧
み
に
用
い
つ
つ
各
個
撃
破
で
敵
対
者
を
鎮
定
し
た
の

で
あ
っ
た
。

次
に
、
隋
の
外
交
、
特
に
建
国
期
の
隋
に
と
っ
て
最
大
の
課
題
で
あ
っ
た
突
厥

へ
の
外
交
戦
略
に
つ
い
て
、
筆
者
の
考
え
を
ま
と
め
、
本
稿
を
締
め
括
り
た
い
と

思
う
。
隋
は
、
大
局
的
な
中
国
統
一
戦
略
、
対
外
戦
略
と
し
て
北
周
武
帝
の
政
策

を
継
承
し
、
先
に
強
大
な
突
厥
を
攻
略
し
て
北
方
の
脅
威
を
取
り
除
き
、
次
に
陳

の
討
滅
に
全
力
を
傾
注
し
て
中
国
を
再
統
一
し
よ
う
と
志
し
た
）
24
（

。
こ
の
た
め
楊
堅

（
文
帝
）
は
隋
を
建
国
（
五
八
一
年
二
月
）
し
た
後
、
突
厥
の
攻
略
に
照
準
を
合

わ
せ
、
突
厥
に
対
し
、
軍
事
面
、
経
済
面
、
外
交
面
か
ら
強
攻
策
を
断
行
し
、
ま

ず
北
周
時
代
か
ら
続
け
て
い
た
突
厥
へ
の
歳
幣
を
停
止
し
た
）
25
（

。
突
厥
は
激
怒
し
、

大
挙
し
て
隋
に
入
寇
し
た
が
、
文
帝
は
派
兵
し
て
こ
れ
を
撃
退
後
、
長
城
と
要
塞

の
増
築
に
よ
る
辺
防
強
化
に
よ
っ
て
突
厥
の
更
な
る
入
寇
に
備
え
た
（『
隋
書
』
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巻
八
四
突
厥
伝
、『
資
治
通
鑑
』
巻
一
七
五
）。

そ
の
後
、
文
帝
は
外
交
面
か
ら
の
突
厥
攻
略
と
し
て
、
長
孫
晟
）
26
（

の
提
唱
す
る
離

間
策
（
遠
交
近
攻
策
も
あ
り
、
離
強
合
弱
策
も
あ
っ
た
）
を
実
施
し
、
複
数
の
可

汗
を
互
い
に
対
立
さ
せ
て
突
厥
の
内
紛
を
煽
っ
た
（『
隋
書
』
巻
五
一
長
孫
晟
伝
）。

突
厥
に
は
、
君
主
に
相
当
す
る
大
可
汗
の
他
に
も
複
数
の
小
可
汗
が
存
在
し
）
27
（

、
国

家
が
地
方
分
権
的
で
あ
っ
た
上
に
、
大
可
汗
の
没
後
に
後
継
者
争
い
が
勃
発
し
や

す
く
、
内
訌
を
誘
発
す
る
弱
点
を
国
内
に
は
ら
ん
で
い
た
。
隋
は
、
こ
の
弱
点
を

突
い
て
突
厥
を
分
裂
さ
せ
、
そ
の
弱
体
化
を
促
進
し
た
の
で
あ
る
。
文
帝
は
ま
ず
、

五
八
一
年
、
西
面
可
汗
（
西
方
の
実
力
者
）
で
あ
っ
た
達
頭
可
汗
を
懐
柔
し
て
沙

鉢
略
可
汗
に
対
抗
さ
せ
、
五
八
三
年
に
は
阿
波
可
汗
を
懐
柔
し
て
沙
鉢
略
可
汗
を

攻
撃
さ
せ
た
。
こ
の
時
、
阿
波
可
汗
が
達
頭
可
汗
の
も
と
に
出
奔
し
、
突
厥
は
東

西
に
分
裂
し
た
）
28
（

。
突
厥
が
東
西
に
分
裂
し
た
後
も
隋
は
油
断
な
く
離
間
策
を
続
行

し
、
例
え
ば
次
代
の
煬
帝
は
、
弱
小
だ
っ
た
啓
民
可
汗
を
懐
柔
し
て
東
突
厥
の
都

藍
可
汗
や
西
突
厥
の
処
羅
可
汗
を
牽
制
さ
せ
、
突
厥
が
強
大
化
し
な
い
よ
う
配
慮

を
怠
ら
な
か
っ
た
（『
隋
書
』
巻
八
四
突
厥
伝
、
西
突
厥
伝
）。

尚
、
遠
交
近
攻
策
は
、
東
魏
が
吐
谷
渾
と
連
繋
し
て
西
魏
を
東
西
か
ら
挟
撃
し

た
際
に
用
い
ら
れ
た
外
交
政
策
で
あ
る
。
ま
た
、
諸
勢
力
の
対
立
抗
争
を
助
長
し

て
内
訌
を
煽
る
と
い
う
方
法
は
、
梁
の
諸
王
の
権
力
闘
争
に
乗
じ
て
南
方
へ
の
領

土
を
拡
大
し
た
西
魏
の
対
外
政
策
で
あ
る
。
隋
の
突
厥
対
策
に
は
、
こ
の
様
に
西

魏
・
北
周
時
代
の
外
交
戦
略
の
影
響
を
見
て
取
る
事
が
で
き
る
。

こ
こ
で
、
歴
代
諸
王
朝
の
北
方
遊
牧
政
権
へ
の
対
応
策
と
隋
の
そ
れ
と
を
比
較

し
た
い
と
思
う
。
例
え
ば
、
前
漢
は
武
帝
が
匈
奴
に
対
し
、
幾
度
も
遠
征
を
繰
り

返
し
て
匈
奴
を
弱
体
化
さ
せ
た
後
に
よ
う
や
く
攻
略
し
、
唐
は
、
建
国
直
後
か
ら

東
突
厥
と
西
突
厥
に
対
し
、
や
は
り
大
規
模
な
遠
征
を
行
っ
て
、
こ
れ
ら
を
相
次

い
で
鎮
定
し
て
い
る
。
ま
た
、
北
宋
も
建
国
当
初
よ
り
遼
の
攻
略
に
苦
闘
し
て
い

る
が
、
結
局
、
屈
服
さ
せ
る
事
が
で
き
な
か
っ
た
。
こ
の
様
に
、
建
国
時
の
中
国

諸
王
朝
は
概
ね
強
大
な
北
方
遊
牧
政
権
の
脅
威
に
対
し
、
武
力
を
伴
っ
た
対
抗
策

を
講
じ
て
い
る
。
一
方
、
大
々
的
な
遠
征
を
行
わ
ず
、
外
交
に
よ
っ
て
効
率
よ
く

突
厥
を
分
裂
さ
せ
た
隋
は
、
中
国
史
上
、
平
和
裏
に
北
方
対
策
に
成
功
し
た
稀
有

の
例
で
あ
っ
た
と
言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
お
そ
ら
く
、
西
魏
・
北
周
時

代
に
熾
烈
な
外
交
戦
で
切
磋
琢
磨
し
た
経
験
が
、
隋
を
外
交
に
熟
達
さ
せ
た
の
で

は
な
い
か
。

隋
は
、
煬
帝
が
三
度
の
高
句
麗
遠
征
に
よ
っ
て
国
力
を
疲
弊
さ
せ
、
対
外
政
策

に
失
敗
し
て
国
を
滅
ぼ
し
た
印
象
が
強
い
が
、
文
帝
と
、
煬
帝
の
治
世
初
期
の
外

交
政
策
は
秀
逸
で
あ
り
、
先
述
の
様
に
強
大
な
突
厥
を
戦
わ
ず
し
て
弱
体
化
さ
せ

る
事
に
成
功
し
た
の
で
あ
っ
た
。
周
辺
諸
族
ま
で
含
め
た
外
交
戦
略
が
、
覇
業
を

達
成
す
る
た
め
に
は
重
要
で
あ
っ
た
事
が
窺
い
知
れ
る
。

註（1
）　

魏
晋
南
北
朝
時
代
に
つ
い
て
は
、
岡
崎
文
夫
『
魏
晋
南
北
朝
通
史
』（
平
凡

社
、
一
九
八
九
年
、
初
版
は
一
九
三
二
年
）、
谷
川
道
雄
『
増
補
・
隋
唐
帝
国

形
成
史
論
』（
筑
摩
書
房
、
一
九
九
八
年
、
初
版
は
一
九
七
一
年
）、
川
勝
義
雄

『
魏
晋
南
北
朝
』（
講
談
社
学
術
文
庫
、
二
〇
〇
三
年
、
初
版
は
一
九
七
四
年
）、

川
本
芳
昭
『
中
華
の
崩
壊
と
拡
大
・
魏
晋
南
北
朝
』（
講
談
社
、
二
〇
〇
五
年
）

参
照
。

（
2
）　

氣
賀
澤
保
規
『
府
兵
制
の
研
究
』（
同
朋
舎
、
一
九
九
九
年
）、
平
田
陽
一
郎

「
西
魏
・
北
周
の
二
十
四
軍
と
「
府
兵
制
」」（『
東
洋
史
研
究
』
七
〇
巻
二
号
、

二
〇
一
一
年
）
参
照
。

（
3
）　

濱
口
重
國
「
西
魏
の
二
十
四
軍
と
儀
同
府
」（『
秦
漢
隋
唐
史
の
研
究
』
上
巻
、

東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
六
六
年
）、
谷
川
道
雄
「
西
魏
二
十
四
軍
の
成
立
と

豪
族
社
会
」（『
増
補
・
隋
唐
帝
国
形
成
史
論
』
所
収
）。
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（
4
）　

濱
口
重
國
「
府
兵
制
度
よ
り
新
兵
制
へ
」（『
秦
漢
隋
唐
史
の
研
究
』
上
所

収
）、
谷
川
道
雄
「
府
兵
制
国
家
と
府
兵
制
」（『
増
補
・
隋
唐
帝
国
形
成
史
論
』

所
収
）。
注
（
2
）
も
参
照
。

（
5
）　

和
田
博
徳
「
吐
谷
渾
と
南
北
両
朝
と
の
関
係
に
つ
い
て
」（『
史
学
』
二
五
巻

二
号
、
一
九
五
一
年
）、
坂
元
義
種
『
倭
の
五
王
│
空
白
の
五
世
紀
』（
教
育
社
、

一
九
八
一
年
）、
榎
本
あ
ゆ
ち
「
南
斉
の
柔
然
遣
使
・
王
洪
範
に
つ
い
て
」

（『
名
古
屋
大
学
東
洋
史
研
究
報
告
』
三
五
号
、
二
〇
一
一
年
）。

（
6
）　

西
魏
包
囲
網
に
つ
い
て
は
、
呂
春
盛
『
北
斉
政
治
史
研
究
│
北
斉
衰
亡
原
因

之
考
察
』（
国
立
台
湾
大
学
出
版
委
員
会
、
一
九
八
七
年
）
参
照
。

（
7
）　

岡
崎
注
（
1
）
前
掲
書
、
吉
川
忠
夫
『
侯
景
の
乱
始
末
記
│
南
朝
貴
族
社
会

の
命
運
』（
中
央
公
論
社
、
一
九
七
四
年
）、
川
勝
注
（
1
）
前
掲
書
、
前
島
佳

孝
「
西
魏
の
四
川
進
攻
と
梁
の
帝
位
闘
争
」（『
中
央
大
学
大
学
院
研
究
年
報
』

二
九
号
、
文
学
研
究
科
篇
、
一
九
九
九
年
）、
前
島
佳
孝
「
西
魏
・
北
周
の
四

川
支
配
の
確
立
と
そ
の
経
営
」（『
人
文
研
紀
要
（
中
央
大
学
人
文
科
学
研
究

所
）』
六
五
号
、
二
〇
〇
九
年
）。

（
8
）　

護
雅
夫
「
突
厥
と
隋
唐
両
王
朝
」（『
古
代
ト
ル
コ
民
族
史
研
究
Ⅰ
』
山
川
出

版
社
、
一
九
六
七
年
、
初
出
は
一
九
六
四
年
）、
護
雅
夫
『
古
代
遊
牧
帝
国
』

（
中
公
新
書
、
一
九
七
六
年
）、
平
田
陽
一
郎
「
突
厥
他
鉢
可
汗
の
即
位
と
高
紹

義
亡
命
政
権
」（『
東
洋
学
報
』
八
六
巻
二
号
、
二
〇
〇
四
年
）、
平
田
陽
一
郎

「
周
隋
革
命
と
突
厥
情
勢
│
北
周
・
千
金
公
主
の
降
嫁
を
中
心
に
」（『
唐
代
史

研
究
』
一
二
号
、
二
〇
〇
九
年
）。

（
9
）　

岡
崎
注
（
1
）
前
掲
書
三
〇
七
頁
、
呂
注
（
6
）
前
掲
書
一
二
六
頁
。

（
10
）　

藤
野
月
子
「
五
胡
北
朝
隋
唐
期
に
お
け
る
和
蕃
公
主
の
降
嫁
│
そ
の
時
代
的

特
質
と
の
関
連
に
つ
い
て
」（『
歴
史
学
研
究
』
八
五
五
号
、
二
〇
〇
九
年
）、

『
王
昭
君
か
ら
文
成
公
主
へ
│
中
国
古
代
の
国
際
結
婚
』（
九
州
大
学
出
版
会
、

二
〇
一
二
年
）。

（
11
）　

呂
春
盛
『
北
斉
政
治
史
研
究
』
上
篇
第
二
章
「
外
在
形
勢
対
北
斉
北
周
抗
衡

的
影
響
」
等
。

（
12
）　

竹
田
龍
兒
「
侯
景
の
乱
に
つ
い
て
の
一
考
察
」（『
史
学
』
二
九
巻
三
号
、
一

九
五
六
年
）
三
九
〜
四
〇
頁
。

（
13
）　

柔
然
に
つ
い
て
は
内
田
吟
風
「
柔
然
時
代
蒙
古
史
年
表
」（『
北
ア
ジ
ア
史
研

究
│
鮮
卑
柔
然
突
厥
篇
』
同
朋
舎
、
一
九
七
五
年
）、
周
偉
洲
『
敇
勒
与
柔
然
』

（
広
西
師
範
大
学
出
版
社
、
二
〇
〇
六
年
、
初
版
は
一
九
八
三
年
）、
正
史
柔
然

伝
に
つ
い
て
は
内
田
吟
風
訳
注
「
蠕
蠕
・
苪
苪
伝
（
魏
書
・
宋
書
・
南
斉
書
・

梁
書
）」（『
騎
馬
民
族
史
1
│
正
史
北
狄
伝
』
平
凡
社
、
一
九
七
一
年
）
参
照
。

（
14
）　

吐
谷
渾
に
つ
い
て
は
松
田
寿
男
「
吐
谷
渾
遣
使
考
」（『
松
田
寿
男
著
作
集

四
・
東
西
文
化
の
交
流
二
』
六
興
出
版
、
一
九
八
七
年
、
初
出
は
一
九
三
七

年
）、
和
田
注
（
5
）
前
掲
論
文
、
後
藤
勝
「
吐
谷
渾
に
関
す
る
二
、
三
の
問

題
」（『
史
潮
』
五
八
号
、
一
九
五
六
年
）、
周
偉
洲
『
吐
谷
渾
史
』（
広
西
師
範

大
学
出
版
社
、
二
〇
〇
六
年
、
初
版
は
一
九
八
五
年
）、『
周
書
』
吐
谷
渾
伝
に

つ
い
て
は
小
谷
仲
男
・
菅
沼
愛
語
「『
隋
書
』
西
域
伝
、『
周
書
』
異
域
伝

（
下
）
の
訳
注
」（『
京
都
女
子
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
研
究
紀
要
・
史
学
編
』

一
一
号
、
二
〇
一
二
年
）
参
照
。

（
15
）　

氣
賀
澤
注
（
2
）
前
掲
書
。

（
16
）　

ソ
グ
ド
人
安
諾
槃
陀
に
つ
い
て
は
、
護
『
古
代
遊
牧
帝
国
』、
吉
田
豊
「
ソ

グ
ド
語
資
料
か
ら
見
た
ソ
グ
ド
人
の
活
動
」（『
岩
波
講
座
世
界
歴
史
十
一
・
中

央
ユ
ー
ラ
シ
ア
の
統
合
九
〜
十
六
世
紀
』
岩
波
書
店
、
一
九
九
七
年
）、
森
安

孝
夫
『
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
と
唐
帝
国
』（
講
談
社
、
二
〇
〇
七
年
）、
吉
田
豊
「
ソ

グ
ド
人
と
古
代
の
チ
ュ
ル
ク
族
と
の
関
係
に
関
す
る
三
つ
の
覚
え
書
き
」（『
京

都
大
学
文
学
部
研
究
紀
要
』
五
〇
号
、
二
〇
一
一
年
）
参
照
。

（
17
）　

岑
仲
勉
『
突
厥
集
史
』
上
冊
（
中
華
書
局
、
二
〇
〇
四
年
、
初
版
は
一
九
五

八
年
）
一
五
頁
。

（
18
）　

後
梁
に
つ
い
て
は
山
崎
宏
「
北
朝
末
期
の
附
庸
国
後
梁
に
就
い
て
」（『
史

潮
』
一
一
年
一
号
、
一
九
四
一
年
）
参
照
。

（
19
）　

前
島
「
西
魏
の
四
川
進
攻
と
梁
の
帝
位
闘
争
」
九
七
〜
九
九
頁
。

（
20
）　

西
魏
・
突
厥
連
合
軍
に
よ
る
吐
谷
渾
攻
撃
の
年
代
を
、『
周
書
』
吐
谷
渾
伝

は
西
魏
の
恭
帝
二
年
（
五
五
五
）、『
資
治
通
鑑
』
巻
一
六
六
は
恭
帝
三
年
（
五

五
六
）
と
す
る
。

（
21
）　

護
『
古
代
遊
牧
帝
国
』
八
八
頁
。

（
22
）　

高
紹
義
に
つ
い
て
は
、
平
田
「
突
厥
他
鉢
可
汗
の
即
位
と
高
紹
義
亡
命
政

権
」
参
照
。

（
23
）　

平
田
「
周
隋
革
命
と
突
厥
情
勢
」。
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（
24
）　

愛
宕
元
「
隋
」（
世
界
歴
史
大
系
『
中
国
史
2
│
三
国
〜
唐
』
山
川
出
版
社
、

一
九
九
六
年
）
二
七
八
頁
。
隋
は
前
半
期
、
突
厥
対
策
が
最
大
の
課
題
で
あ
っ

た
事
、
陳
の
制
圧
に
全
力
を
注
ぐ
た
め
に
突
厥
へ
の
派
兵
を
極
力
避
け
た
事
な

ど
に
つ
い
て
は
、
氣
賀
澤
保
規
「
ア
ジ
ア
交
流
史
か
ら
み
た
遣
隋
使
│
煬
帝
の

二
度
の
国
際
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
狭
間
で
」（
氣
賀
澤
保
規
編
『
遣
隋
使
が
み

た
風
景
│
東
ア
ジ
ア
か
ら
の
新
視
点
』
八
木
書
店
、
二
〇
一
二
年
）
参
照
。

（
25
）　

平
田
「
周
隋
革
命
と
突
厥
情
勢
」
四
二
頁
、
韓
昇
『
隋
文
帝
伝
』（
人
民
出

版
社
、
一
九
九
八
年
）
一
六
五
頁
。

（
26
）　

長
孫
晟
は
、
千
金
公
主
を
送
り
届
け
る
た
め
に
突
厥
に
赴
い
た
折
に
突
厥
の

内
情
に
通
暁
し
、
文
帝
に
突
厥
を
離
間
す
る
た
め
の
方
策
を
進
言
し
た
。

（
27
）　

池
田
知
正
「
7
世
紀
初
頭
ま
で
の
突
厥
の
政
局
│
諸
首
長
と
そ
の
所
部
の
分

析
を
通
し
て
」（『
東
洋
文
化
研
究
所
紀
要
』
一
四
九
号
、
二
〇
〇
六
年
）
参
照
。

（
28
）　

突
厥
の
東
西
分
裂
に
つ
い
て
は
松
田
寿
男
「
西
突
厥
王
庭
考
」（『
増
補
版
・

古
代
天
山
の
歴
史
地
理
学
的
研
究
』
早
稲
田
大
学
出
版
部
、
一
九
七
〇
年
）、

護
『
古
代
遊
牧
帝
国
』、
森
安
注
（
16
）
前
掲
書
参
照
。
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西魏・北周の対外政策と中国再統一へのプロセス

〔
年
表
1
〕
建
国
期
の
西
魏
の
対
外
政
策
：
535年

～
547年

（
西
魏
と
東
魏
の
攻
防
戦
、
西
魏
及
び
東
魏
の
周
辺
諸
族
〔
柔
然
・
吐
谷
渾
〕
と
の
婚
姻
政
策
）

年
代

西
魏
・
宇
文
泰
と
東
魏
・
高
歓
の
戦
い

西
魏
の
対
外
政
策

東
魏
の
対
外
政
策

535年
北
魏
が
東
西
に
分
裂

柔
然
の
可
汗
阿
那
瓌
に
遣
使
し
和
睦
を
請
願
。

536年
大
統
2
、
天
平
3

東
魏
の
高
歓
が
西
魏
に
侵
攻
し
、
夏
州
（
陝
西
省
）
を

襲
撃

東
魏
が
梁
と
通
好
開
始
。
以
後
、
東
魏
は
毎
年
の
様
に
梁
と
使
節
を

交
換
し
友
好
関
係
を
維
持
【
東
魏
が
梁
と
和
親
強
化
】

537年
大
統
3
、
天
平
4

高
歓
が
宇
文
泰
を
攻
め
る
が
「
沙
苑
の
戦
い
（
陝
西

省
）」
で
大
敗

文
帝
が
阿
那
瓌
の
娘
を
迎
え
る
た
め
に
柔
然
に
使
者
を
派
遣
。
こ
れ

以
前
、
化
政
公
主
（
元
翌
の
娘
）
が
阿
那
瓌
の
兄
弟
塔
寒
に
嫁
ぐ

【
柔
然
と
通
婚
】

538年
大
統
4
、
元
象
元

洛
陽
で
西
魏
軍
と
東
魏
軍
が
激
闘

文
帝
が
乙
弗
皇
后
を
廃
し
、
阿
那
瓌
の
娘
を
皇
后
（
悼
皇
后
）
と
す

る
【
柔
然
と
二
重
に
通
婚
し
和
親
強
化
】

柔
然
が
東
魏
に
侵
攻
し
、
幽
州
（
現
北
京
）
と
肆
州
（
山
西
省
）
を

襲
撃
。
9
月
、
柔
然
が
東
魏
の
使
者
元
整
を
殺
害

540年
大
統
6
、
興
和
2

柔
然
が
西
魏
を
攻
撃
（
文
帝
と
廃
后
乙
弗
氏
の
復
縁
を
阿
那
瓌
が
非

難
）
廃
后
は
自
殺
し
、
柔
然
は
撤
退
。
そ
の
後
、
悼
皇
后
（
阿
那
瓌

の
娘
）
が
病
死
し
、
文
帝
は
柔
然
と
の
通
婚
を
試
み
る
が
失
敗
【
西

魏
と
柔
然
が
疎
遠
に
】

高
歓
が
柔
然
に
遣
使
し
「
悼
皇
后
は
西
魏
に
殺
さ
れ
た
」
等
と
告
げ
、

阿
那
瓌
に
通
婚
を
請
願
。
阿
那
瓌
も
東
魏
に
遣
使
し
通
婚
請
願
【
東

魏
と
柔
然
の
通
婚
が
決
定
】
吐
谷
渾
可
汗
の
夸
呂
が
柔
然
に
道
を
借

り
て
初
め
て
東
魏
に
遣
使
【
吐
谷
渾
が
初
め
て
朝
貢
】

541年
大
統
7
、
興
和
3

蘭
陵
郡
長
公
主
（
常
山
王
の
妹
）
が
菴
羅
辰
（
阿
那
瓌
の
太
子
）
に

嫁
ぐ
【
柔
然
と
通
婚
】

542年
大
統
8
、
興
和
4

高
歓
が
西
魏
の
玉
壁
（
陝
西
省
）
を
攻
囲
す
る
が
、
難

戦
の
末
、
撤
退

突
厥
が
西
魏
に
初
め
て
入
寇
。
こ
の
頃
、
突
厥
は
長
城
付
近
で
絹
を

購
入
し
、
西
魏
と
の
交
易
を
希
望

高
湛
（
高
歓
の
子
）
に
隣
和
公
主
（
菴
羅
辰
の
娘
）
が
嫁
ぐ
【
柔
然

と
再
度
通
婚
し
和
親
強
化
】

543年
大
統
9
、
武
定
元

宇
文
泰
が
「
邙
山
の
戦
い
（
河
南
省
）」
で
高
歓
に
大

敗

545年
大
統
11、

武
定
3

宇
文
泰
が
酒
泉
の
ソ
グ
ド
人
安
諾
槃
陀
を
突
厥
に
派
遣
。
突
厥
の
土

門
（
初
代
可
汗
）
は
大
層
喜
ぶ
【
西
魏
が
突
厥
と
通
好
し
、
国
際
的

孤
立
か
ら
の
脱
却
を
図
る
】

2
月
、
孝
静
帝
が
吐
谷
渾
可
汗
夸
呂
の
従
妹
を
娶
る
〔
時
期
不
明
：

広
楽
公
主
（
済
南
王
匡
の
孫
）
が
夸
呂
に
降
嫁
〕
8
月
、
蠕
蠕
公
主

（
阿
那
瓌
の
娘
）
が
高
歓
に
嫁
ぐ
【
柔
然
・
吐
谷
渾
と
の
和
親
強
化
】

546年
大
統
12、

武
定
4

高
歓
が
玉
壁
を
攻
囲
す
る
が
、
長
期
の
攻
城
戦
に
疲
弊

し
病
気
と
な
り
撤
退

突
厥
の
土
門
が
西
魏
に
遣
使
し
特
産
物
を
献
上

547年
大
統
13、

武
定
5

東
魏
の
侯
景
が
援
軍
要
請
し
、
宇
文
泰
は
援
軍
を
派
遣
す
る
が
、
侯

景
が
梁
に
帰
順
し
た
と
知
る
と
軍
を
召
還

正
月
、
高
歓
が
死
去
。
高
澄
と
対
立
し
た
侯
景
は
、
梁
に
亡
命
。
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史　　　窓
〔
年
表
2
〕
対
外
拡
張
期
の
西
魏
の
対
外
政
策
：
548年

～
557年

（
南
朝
で
は
「
侯
景
の
乱
」
が
勃
発
し
、
北
方
で
は
「
柔
然
の
滅
亡
」「
突
厥
の
興
隆
」
が
起
こ
る
激
動
の
時
期
）

年
代
（
西
魏
、
東
魏

／
北
斉
）

南
朝
（
梁
・
陳
）

及
び
北
方
（
柔
然
・
突
厥
）
の
動
向

西
魏
（
535～

556年
）
の
対
外
政
策

東
魏
（
～
550年

）
及
び
北
斉
（
550～

577年
）
の

対
外
政
策

548年
【
侯
景
の
乱
が
勃
発
（
～
552年

）】
549年

大
統
15、

武
定
7

梁
の
岳
陽
王
蕭
詧
が
西
魏
に
支
援
を
要
請
し
た
の
で
、
西
魏
は
軍
勢

を
派
遣
し
、
梁
の
漢
東
（
湖
北
省
）
を
攻
撃

梁
か
ら
寿
陽
、
北
徐
州
、
東
徐
州
、
北
青
州
、
青
州
等
を
奪
取
し
、

淮
南
を
占
領

548～
549年

東
魏
が
10万

餘
の
軍
勢
で
西
魏
の
穎
州
（
河
南
省
）
を
奪
取
し
、
同
地
に
鄭
州
を
設
置

550年
梁
か
ら
安
陸
（
湖
北
省
）
を
奪
取
し
、
漢
東
を
占
領

【
北
斉
の
成
立
】

551年
大
統
17、

天
保
2

2
月
、
梁
か
ら
汝
南
（
河
南
省
）
を
奪
取

6
月
、
長
楽
公
主
が
突
厥
の
土
門
に
降
嫁
【
突
厥
と
の
和
親
強
化
】

552年
廃
帝
元
、
天
保
3

突
厥
が
柔
然
を
攻
撃
し
、
阿
那
瓌
は
自
殺
。
柔
然
の
遺

民
は
北
斉
・
西
魏
に
逃
亡
【
柔
然
の
崩
壊
開
始
】

侯
景
が
死
去
。
11月

、
梁
の
湘
東
王
蕭
繹
が
江
陵
で
即

位
し
元
帝
と
な
る
。

梁
か
ら
漢
中
（
陝
西
省
）
を
奪
取
。
8
月
、
四
川
の
武
陵
王
蕭
紀
が

東
に
出
撃
（
翌
年
、
西
魏
軍
が
四
川
占
領
）。
こ
の
頃
、
柔
然
の
亡

命
者
集
団
が
阿
那
瓌
の
子
孫
を
奉
じ
て
河
右
（
陝
西
省
・
甘
粛
省
）

を
攻
撃
し
、
涼
州
刺
史
の
史
寧
が
こ
れ
を
撃
破

梁
の
江
北
を
占
領
。

柔
然
の
太
子
菴
羅
辰
（
阿
那
瓌
の
息
子
）
が
北
斉
に
逃
走
開
始
。
北

斉
は
長
城
を
建
設
し
北
辺
の
防
備
を
強
化
。

553年
廃
帝
2
、
天
保
4

西
魏
が
四
川
を
占
領
（
梁
と
吐
谷
渾
の
連
繋
遮
断
）

宇
文
泰
が
3
万
の
騎
兵
で
姑
蔵
（
甘
粛
省
）
に
て
吐
谷
渾
を
攻
略
。

尉
遲
迥
は
四
川
を
占
領
。
涼
州
刺
史
の
史
寧
が
、
北
斉
か
ら
帰
還
中

の
吐
谷
渾
の
使
節
団
を
襲
撃
【
四
川
を
占
領
し
、
吐
谷
渾
を
攻
略
】

3
月
、
突
厥
が
遣
使
し
馬
5
万
頭
を
献
上

9
月
、
契
丹
が
入
寇
し
、
文
宣
帝
が
契
丹
討
伐
。
12月

、
柔
然
が
突

厥
に
攻
撃
さ
れ
て
南
に
敗
走
。
文
宣
帝
は
突
厥
を
討
伐
し
、
柔
然
の

菴
羅
辰
を
庇
護

554年
恭
帝
元
、
天
保
5

西
魏
が
江
陵
を
占
領
し
、
元
帝
を
殺
害

12月
、
江
陵
（
湖
北
省
）
を
占
領
し
、
梁
の
元
帝
を
殺
害
。
柔
然
の

乙
旃
達
官
が
広
武
（
甘
粛
省
）
に
入
寇
し
、
李
弼
が
こ
れ
を
撃
破

3
月
、
柔
然
の
菴
羅
辰
が
叛
い
た
た
め
文
宣
帝
が
柔
然
討
伐

555年
恭
帝
2
、
天
保
6

西
魏
が
江
陵
で
蕭
詧
を
擁
立
【
後
梁
の
成
立
】

陳
覇
先
が
蕭
方
智
（
元
帝
の
子
）
を
敬
帝
に
推
戴

正
月
、
江
陵
で
岳
陽
王
蕭
詧
を
擁
立
し
「
後
梁
」
を
樹
立
。

突
厥
に
撃
破
さ
れ
た
鄧
叔
子
（
阿
那
瓌
の
叔
父
）
が
西
魏
に
亡
命
す

る
が
、
宇
文
泰
は
こ
れ
を
突
厥
に
引
き
渡
す

正
月
、
北
斉
は
蕭
淵
明
（
武
帝
の
孫
）
を
梁
王
に
擁
立
す
る
が
、
陳

覇
先
は
蕭
方
智
を
敬
帝
と
な
し
て
対
抗
。
7
月
、
柔
然
遺
民
が
入
寇

し
、
文
宣
帝
が
撃
破
。
北
辺
に
長
城
を
建
設
。
12月

、
北
斉
軍
が
南

下
を
試
み
る
が
陳
覇
先
に
撃
破
さ
れ
撤
退

555年
頃

涼
州
刺
史
の
史
寧
が
、
突
厥
の
木
杆
可
汗
と
連
合
し
吐
谷
渾
の
根
拠

地
を
攻
撃
【
西
魏
・
突
厥
連
合
軍
の
吐
谷
渾
撃
破
】

557年
孝
閔
帝
元
、
天
保
8
10月

　
陳
覇
先
が
即
位
【
陳
の
成
立
】

正
月
、
宇
文
覚
が
即
位
し
孝
閔
帝
と
な
る
【
北
周
の
成
立
】

陳
覇
先
の
即
位
後
、
王
琳
（
梁
の
遺
臣
）
が
北
斉
に
対
し
、
蕭
荘

（
元
帝
の
孫
）
を
梁
王
と
な
す
よ
う
請
願
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西魏・北周の対外政策と中国再統一へのプロセス

〔
年
表
3
〕
北
周
の
対
外
政
策
：
563年

～
580年

（
北
斉
滅
亡
前
後
の
北
周
・
北
斉
・
突
厥
・
陳
の
合
従
連
衡
）

年
代

北
周
の
対
外
政
策

北
斉
の
対
外
政
策

563年
保
定
3
、
河
清
2

楊
忠
が
北
斉
の
20餘

城
を
攻
略
。
突
厥
の
木
杆
可
汗
・
地
頭
可
汗
・
歩
離
可
汗
が
10万

騎
を
率
い

て
楊
忠
に
合
流
。
12月

、
北
周
・
突
厥
連
合
軍
が
晋
陽
を
攻
撃
【
北
周
・
突
厥
連
合
軍
が
北
斉
攻

撃
（
第
一
次
北
斉
遠
征
）】

北
周
・
突
厥
連
合
軍
が
晋
陽
等
を
攻
撃

564年
保
定
4
、
河
清
3

正
月
、
北
周
・
突
厥
連
合
軍
の
晋
陽
攻
撃
が
失
敗
【
北
周
・
突
厥
連
合
軍
の
第
一
次
北
斉
遠
征
が

失
敗
】
10月

～
12月

、
北
周
軍
が
再
度
北
斉
を
攻
撃
す
る
が
失
敗
。
突
厥
軍
も
撤
退
【
北
周
・
突

厥
連
合
の
第
二
次
北
斉
遠
征
が
失
敗
】
北
周
が
宕
昌
を
滅
ぼ
す

正
月
、
北
斉
が
北
周
・
突
厥
連
合
軍
を
撃
退
。
9
月
、
突
厥
が
幽
州
を
襲
撃
。
北
斉
は
北
周
・
突

厥
連
合
軍
の
再
襲
撃
を
恐
れ
、
捕
虜
に
し
て
い
た
北
周
皇
族
を
帰
国
さ
せ
、
北
周
と
の
和
睦
を
図

る
。
閏
9
月
、
突
厥
が
再
度
幽
州
を
襲
撃
。
10月

～
12月

、
北
周
軍
が
再
度
北
斉
を
攻
撃
す
る
が
、

北
斉
は
こ
れ
を
撃
退

565年
保
定
5
、
河
清
4

2
月
、
北
周
の
使
者
が
突
厥
に
赴
き
、
木
杆
可
汗
の
娘
を
武
帝
の
妻
に
迎
え
よ
う
と
す
る
が
、
可

汗
は
北
斉
と
の
通
婚
に
乗
り
気
で
北
周
の
使
者
を
拘
留

5
月
、
突
厥
が
初
め
て
北
斉
に
遣
使
し
て
通
好
【
突
厥
が
北
斉
と
の
和
睦
を
画
策
】

567年
陳
で
華
皎
の
乱
が
勃
発
。
北
周
と
後
梁
は
華
皎
に
援
軍
を
派
遣
す
る
が
、
陳
軍
に
敗
北
【
陳
を
攻

撃
す
る
が
失
敗
】

568年
天
和
3
、
天
統
4

3
月
、
木
杆
可
汗
の
娘
が
武
帝
に
嫁
ぐ
【
突
厥
と
通
婚
】
陳
軍
が
、
後
梁
の
都
江
陵
（
湖
北
省
）

を
攻
め
る
が
攻
略
で
き
ず
に
撤
退

569年
天
和
4
、
天
統
5

9
月
、
北
斉
領
の
宜
陽
を
攻
撃
開
始
【
北
斉
に
侵
攻
】　
陳
に
遣
使
し
旧
好
修
復
を
請
願
【
陳
と

の
和
睦
を
図
る
】

宜
陽
を
包
囲
す
る
北
周
軍
に
応
戦

570年
宜
陽
を
巡
り
北
周
・
北
斉
間
で
攻
防
戦
が
続
き
決
着
せ
ず

蕭
荘
（
梁
の
元
帝
の
孫
）
を
梁
王
に
封
じ
る
【
梁
朝
再
興
運
動
を
支
援
】

571年
4
月
、
北
周
軍
が
宜
陽
を
奪
取

4
月
、
陳
が
北
周
討
伐
を
誘
う
が
北
斉
は
応
じ
ず
【
陳
の
和
睦
要
請
を
拒
否
】

572年
建
徳
元
、
武
平
3

8
月
、
陳
と
交
渉
し
北
斉
攻
略
を
計
画
。
こ
の
頃
か
ら
突
厥
の
佗
鉢
可
汗
に
対
し
、
毎
年
繒
絮
錦

綵
10万

段
を
贈
る
な
ど
し
て
可
汗
の
歓
心
を
買
う

北
周
と
陳
が
、
連
繋
し
て
北
斉
攻
略
を
計
画

573年
建
徳
2
、
武
平
4

5
月
～
10月

、
陳
が
秦
州
寿
陽
等
を
落
と
す
【
北
斉
の
支
援
す
る
梁
朝
再
興
運
動
が
失
敗
】
突
厥

の
佗
鉢
可
汗
が
北
斉
に
求
婚
【
突
厥
が
北
周
牽
制
を
画
策
】

574年
武
帝
が
廃
仏
を
断
行

5
月
、
陳
が
淮
北
（
安
徽
省
）
を
攻
撃

575年
7
月
、
武
帝
が
北
斉
討
伐
に
出
撃
【
武
帝
の
第
一
次
北
斉
遠
征
】

陳
が
呂
梁
（
江
蘇
省
）
を
攻
撃
し
北
斉
軍
を
撃
破

576年
10月

、
武
帝
が
再
度
、
北
斉
討
伐
に
出
撃
【
武
帝
の
第
二
次
北
斉
遠
征
】

北
周
軍
が
侵
攻
し
、
晋
陽
等
を
攻
略

577年
建
徳
6
、
承
光
元

正
月
、
武
帝
が
北
斉
を
滅
ぼ
す
【
北
斉
討
滅
】

正
月
、
北
斉
滅
亡
。
2
月
、
高
紹
義
（
文
宣
帝
の
子
）
が
突
厥
に
亡
命
。
佗
鉢
可
汗
は
紹
義
を
支

援
【
突
厥
が
北
斉
の
亡
命
政
権
を
樹
立
し
支
持
】

578年
宣
政
元

2
月
、
陳
が
呂
梁
を
包
囲
す
る
が
、
北
周
は
反
撃
。
4
月
、
突
厥
が
幽
州
に
入
寇
。
5
月
、
武
帝
が
突
厥
征
伐
に
向
か
う
が
病
に
倒
れ
、
6
月
、
崩
御
。
武
帝
崩
御
を
契
機
に
幽
州
の
盧
昌
期
が
范
陽

で
蜂
起
し
、
高
紹
義
と
高
宝
寧
も
こ
れ
に
呼
応
す
る
が
、
北
周
が
盧
昌
期
を
撃
破
す
る
と
、
高
紹
義
ら
は
撤
退

579年
北
周
の
宣
帝
が
突
厥
に
和
睦
を
請
願
。
宣
帝
は
、
突
厥
へ
の
公
主
降
嫁
と
高
紹
義
の
北
周
へ
の
送
還
を
交
換
条
件
と
す
る
が
、
突
厥
は
応
じ
ず

580年
楊
堅
が
、
北
周
の
千
金
公
主
を
突
厥
の
佗
鉢
可
汗
に
嫁
が
せ
、
突
厥
と
和
睦

581年
2
月
、
楊
堅
が
、
北
周
の
静
帝
か
ら
禅
譲
さ
れ
て
隋
を
建
国
【
隋
の
建
国
】


